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緒言

北上山系は東北日本の太平洋側に任し，北上川及び馬淵川に沿う中央凹地帯の東側一帯に連

なる連山地である。南は仙台湾に突き出た牡鹿半島に起って北に向デこ従って徐々に高さと巾

を加え，岩手県の中央部に於て高距及び巾が最も膨大し，後次第に縮小し，馬淵河口に近い鮫

岬で太平洋に没するほぼ紡錘形の隆塊である。太平洋岸に接して点在する若干の小島を含み長

さは南北凡そ230km，巾は東西最も広い所で凡そ70km，最高峯は早池峯山で海抜凡そ1914m

の高度を有する。この地域は秩父古生眉を基盤としており，日本列島の他の地域と同様に，吉

生代末にアジア大陸の1部として陸化し，中生代を経て吉第三紀の終り境まで，その大部分は

大陸の1部をなしていたものと考えられている。初め大陸から突出して半島状の地貌を呈した

日本は，吉第三紀末に起った，はげしい地殻変動によって日本海が成立して大陸から離れ，且

つ陸塊は断層によって多数の小陸塊に分断され，陥没による凹地には海が侵入して多鳥海と化

したと考えられている。この状態は凡そ第三紀中新世まで続き，次の鮮新世に起った地殻変動

によって，現在の日本列島のおおまかな地形が完成されたと推論される。

北上山系が大陸の1部であった首生代の末以来，吉第三系の孤島的陸塊の時代を経て現在に

至るまでにフ禰凱隆起，沈降，侵蝕，堆積など幾多の地質学的変動を経て来たであろうが，

一貫してその1部は陸地として存在したと考えられている。このことは本地域が陸地として誕

生して以来常に陸上植物に生活の場を与え来たったことを物語るものであってフ植物区系地理

学の上で大いに注目する必要があろう。

さて長い地質時代を通じてそこに生を託した植物群はその地域の地形地質と気候の変遷に対

応して幾多の興亡変転を繰返しつゝ現在にいたっていると思われるのであるが，そのあるもの

は既に絶滅して姿をとどめないであろう。そのあるものは古い地質時代からの遺春的要素でも

あろう。又新第三紀に於ける孤島的時代に，隔離によって変型しフ新生した植物もあろう。或

は寛四紀洪積世に於て，その氷期及び間氷期を通じて北或は南から移棲した植物もあろう。或

は第四期沖積世（現代）に入って気候の快復に伴い，南から一斉に北上移棲した植物もあろ

う。更に又一方に於て，大和民族の移住と繁栄に伴う植生の破壊と変貌を見逃すわけにはいか

ない。北上山系の現在の植物種類欄は上に述べた基盤と諸要因が複雑に組合わされ，その総合

的教具の上に成立していると考えたい。

この地域の1部或はこの地域を含めた植物相の調査研究は昭和の初頭以来，専門の学者或は

多くの地方在住の熱心なる研究家，採集家によって行われてきた。中でも村井三郎（岩手植物

志，1930；岩手県基準帯植物目録，1935；宮城県植物目録，19〕5），京道信次郎.加藤鉄次郎

（金華山鳥植物目録，1932），猪熊泰三（牡鹿半島及びその附近の森林植物，193妨相木喜市



i2  菊  地  政  雄  

（三陸植物志，19うぅ），鳥羽源蔵（竹笹科植物の岩手県内分布調査資料，19う7），室井綽（岩手  

県産竹笹科植物，19う7），福田裕（陸中日出島の植物について，19うう），富樫浩吾・雪洞参之助  

（席の簗川病に関する簗川村放牧地の植物学的調査，19う9），笹村祥二（岩手県沿岸帯植物誌  

19う0）岩淵初郎（仙人峠の植軌1942），木村有香（宮城県北部の海岸地帯の植物，19う4），館  

脇操（青森営林局管内の暖帯林，19うZ），菊地政堆・小水内長太郎（陸中早泄峯達峯の植物，  

1961），北村四郎（早池峯山蛇紋岩地帯の植物相，19う2），本田正次・竹中要（草地峯山高山植  

物帯，1930），菅谷貞男（SpicilegiumsendaicumIV一八景島の植物，1957），鈴木昌友・荒  

井弘武（青森県種差海岸の植物楓1961），石塚和夫（ArelictstandofPiceaGlehniMasters  

OnMt．Hayachine，1961）清水建美（岩手県下閉伊部石灰岩地帯より得た特記すべき植物，  

19う8），岩田悦行・小水内正明（陸中遠島山の植生，1962～196う）の諸氏の業績をあげねほな  

らない。   

一方この地方の植物相を概括的に考察し，日本列島に於ける植物地理学上の位置づけを試み  

る研究も近時若干現われている。即ち前川文夫氏ほ，この地域を蝦夷陸奥地域（日本植物区系  

の基礎としてのマキネシア，1949）或は関東陸奥地区（日本の植物区系，岩波生物学辞典p・7矧  

1960）に包含し，原寛氏ほ］ヒ陸植物地区一北i地方区（Anoutlineofthephytogeography  

OfJapan，19タ9）となし，山崎敬氏ほ裏日本区一陸中亜区（日本列島の植物分布，19う9）とな  

した。   

ここに著者は上に述べた北上山系植物相研究の現段階を出発点として，著者が多年調査蒐集  

研究し来たった資料に基いて，先学諸氏の業績や諸説を検討批判しつゝ，本地域の植物相に関  

する総括的研究の結果を報告する。記述の内容を分けて前編と後編の2部としたい。前編に於  

ては植物相に関する事実の忠実なる記述をするという意図の下に，所産植物の目録を示したい  

と思う。後義副こ於ては，前編の資料を基礎にして植物地理学的所見を論述したいと思う。その  

骨子ほ，第1に北上山系の自然環境一地形地質気候－と植生の概要を述べ，第Zにほ植物相の  

分析と比較を試み，それによって本地域の植物相上の特異性を明かにしたい。第うにほ更に具  

体的事実に基いて本地域が日本の植物区系地理学上知何なる位置づけが，より合理的であるか  

を論述して結論に導きたいと思う。   

筆をとるにあたって，日頃御指導と御鞭撞をいただいている東北大学木村有香名誉教授及び  

多くの諸先輩，並に実地踏査や資料の点で著者を援助せられた知友門弟の各位に対し，心から  

感謝の意を表したいと思う。  

北上山系植物目録＊〔1〕  

PTERIDOPHYTA  羊歯植物門  

EQUISETACEAE T グサ料   

1．EquisetumarVenSe Linnaeus  スギナ  

標本産地：陸前；金華山島（菊地，1962）。陸中；区界（菅谷保之，19う8h国見山（菊地，19舛），猿沢（菊地  

＊1）各種毎に示した模本の産地には（）内に採集著名と採集年を記録した。   

2）引用された標本はその大部分は著者の所属する岩手大学学芸学部植物標本卦こ収蔵してあるものである  

が，1部は本学農学部所蔵の模本を引用した。それには採集年の次にAの符号で示した。   

う）採集著名は著者自身採集のものは姓（菊地として）のみ，他は牲と名を明記した。   
4）産地名ほ本報告の完結の後に，一括して新市町村名の下に対照表をかかげる予定である。   

う）一般分布地域は内外の著書論文を参照して，およそのところを示した。   

6）記事の項では本地域及び近境地域に於ける分布の状態及び分類所見などを述べてある。   
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19％），藤沢（菊地，19舛），宇部（菊地，1957），盛岡（菊粗1940）。  

一般分布地域‥ 日本（本州，四国，九州，北海道），北半球の暖帯以北に広く分布する。（ヒマラヤ，小亜細亜   

地方及びアフリカの南及び北やカナリ←群島にも知られる）。  

記 事‥各地の路傍原野農耕地に極めて普通。   

Z．E・PalustreLinnaeus イヌスギナ   

標本産地：陸中；藤沢（菊地，19う4L宇部（菊地，19ラ7），猿沢（菊地，19ラ6），宮古（菊地196う）。  

一般分布地域‥ 日本（北海道，木肌四国），樺太，千島，朝鮮，中国，シベリア，欧州，北米。  

記 事：北方に多い。沼沢地，溝の中，湿地などに生ずるが和様，しばしばスギナと浪岡され易いため見逃さ   

れて採集されないことが多い。本撞は栄養茎の主軸の項に直接胞子のう穂をつけるのでスギナと容易に区別   
される。  

3．E・AuviatileLinnaeus ミズスギナ，ミズドグサ  

標本産地：陸中；薄衣（菊地，1947），国見山（菊地，19う9），門崎（菊地19う8），外山（菊地，19封）。  

一般分布地域；日本（本州，北中部，北海道），南千島，樺太，朝鮮，満札 シベリア，欧州，北米。  

記 事：湿原，湖畔，河岸などに，しばしば群生する。   

4．E．hyemale Linnaeus†グサ  

標本産地：陸中；外山（菊地，19聞），区界（菅谷保之，19う8L軽米（菊地19ラ6），葛巻（菊地，19舛），況   

鼻渓（菊地，19日），早池峯山（菊地，1960），溝岸（菊地1960）。  

一般分布地域：日本（本州北中部，北海道）樺太，千島，朝酪，ヒマラヤ，中軌満州，シベリア，欧州，北   

米。  

記 事：山地掛こ深山の林床上，時に渓例の砂地に生育する。   

5．E．ramosissimum Desf．var．japonicum Milde  イヌド7サ  

標本産地：陸前；津谷（菊地，19う9），矢作（菊地，19うう）。陸中；大川日（菊地，19う射，久慈（菊地，19ヲZ）   

岩泉（菊地，19即），仙人峠（菊地，19う7）。  

一般分布地域：日本（本州，四国，九州），朝鮮，満州，中国。（建として旧世界の温帯暖帯に広く分布）。  

記 事：山野の乾燥した草地，河原や海浜の砂地などに生じ，暖地に多い。  

LYCOPODIACEAE ヒカゲノカズラ科  

6・Lycopodium serratumThunberg †ウゲシバ   

標本産地：陸前；五葉山（菊地，19うう・須川直義，19タ7）。陸中；早池峯山（菊地，19ラ9），薬師岳（菊地  

19ヲ9），区界（菅谷保之，19ラの，片葉山（小水内長太郎，1956），姫神山（菊地，1947），蓬莱山（菊地，  

19う0），藤沢（菊地，19う0）。  

一般分布地域：日本（北海道，本州，四国，九州），樺太，南千島，朝敵琉球，台湾，中国，印度，マレー   
シア。  

記 事：本地城産の大部分ほVar．ぶβγγα≠伽研ホソパノーウゲシバ型のもので，Var・壱弗≠βγ研βd壱祝偶Miyabe   

etI（udoヒロハノーウゲシバ型のものは藤沢産1点のみである。前型ほ概ね温帯及び亜寒帯に分布し，後の   

型は暖帯に分布するようである。   

7．L．chinense Christ  ヒメスギラン  

標本産地：陸中；草地峯山（菊地，1946，19ヲ9）。陸前；五菜山（菊地，19うぅ，1962）0  

一般分布地域：日本（北海道，本州′四乱九州）商千島，朝鮮，中国，満州，樺太アラスカ0   
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記 事：本種はL．Selago Linn．コスギランと同橙と見る説（Var．MiyoshianumMakino）があるが，こ   

こでは別種説に従った。亜高山帯及び高山帯の林床又ほ岩石地に生ず。稀な植物である。   

8．L．obscurum Linnaeus  マンネンスギ  

標本産地：陸前；五葉山（菊姜乱19う6，須川直義，19ヲ7），氷上山（菊楓19う朗。陸中；堺神岳（菊地19う4），   

六角牛山（菊地，1948），外山（菊地，19和），片葉山（小水内長太郎，19う7），蓬莱山（菊‡軌19う0），薬師   

岳（菊地，19う9），早池峯山（菊地，19ラ9），自見山（菊地，196う）。  

一般分布地域：日本（北海道，本州，四国，九州），南千島，樺太，朝鮮，東シベリア，カムチャッカ，北米○  

記 事：董orm．ぶ≠γ宜c≠視∽Nakaiタチマンネンスギとfomり紬胡助川Takedaウチワマンネンスギの2型   

に区別されることがあるが，その区別は不明瞭な場合が多い。林床上に生育するものはウチワマンネンスギ   

型，日当りのよい岩石地や草地に生育するものが一般にタチマンネンスギ塾をとるものが多いが，これも決   

定的ではない。  

9，L．cryptomerinum Maximowicz  スギラン  

標本産地：陸中；白見山（三浦徳蔵，196う）。  

一般分布地域：日本（北海道，本州，四国，九州），朝鮮（済州島）。  

記 事：本種は極めて稀品に属し，確認された産地ほ上記の只1ケ所のみである。採集者三浦氏によれはブナ   

の盲幹に着生していたとの事である。1928年10月に故牧野富太郎先生が陸中国蓬兼山に登られたことがあ   

るが（著者同道）その際同山の岩石上で本種を採集された。≡現在その標本は著者の手元にないので引用する   

ことはできないが古事を記し将来の確認を期待することにしたい。   

10．L・Clavatum Linn．var．nlPpOnicum Nakai ヒカゲノカズラ  

標本産地：陸蘭；五葉山（菊地，1961），氷上山（菊地，19う2）。陸中；堺神岳（菊地，19ラ4L 自見山（菊地  

196う），草地峯山（菊地，19ラ9）。陸奥；階上岳（西村嘉，19う8）。  

一般分布地域‥ 日本（北海道，本州，四国，九州）。種としては樺太，千島，朝鮮，台湾，中国，印度，マレ   

←シア，ハワイ，北米，欧州，アフリカに分布する。  

記 事：山地林内にやや普通に見られる。   

11．L．annotinumLinn．var．annotinum  スギカズラ，シンノスギカズラ   

標本産地：陸中；早泡峯山（菊≠軌1946），薬師岳（菊地，19ラ9）．  

Var．aCrifolium Fernard  タカネスギカズラ  

標本産地：陸中；早池峯山（菊地，19与9）。隆葡；五葉山（藤巻惇，1948・須川直義，19う7・菊地1961）。  

一般分布地域：日本（北海道，本州，四国，九州）。種としては千島，樺太，カムチャッカ，朝鮮，中国，ヒ   

マラヤ，シベリア，欧州，北米に分布。  

記 事：北上山地に分布するものほ2塑あり，五葉山にほタカネスギカズラ，早弛峯山にはシンノスギカズラ   

とタカネスギカズラの両型が生育している。著者はかつて（陸中早池峯連峯の植物，1961）早池峯山産シンノ   

スギカズラ型の標本をvar・ね物切払㈲Takedaヒロハスギカズラと同定記録したのであるが熟考の結果これ   

を改めることにする。   

12．L・SitchenseRupr．var．nikoense（Franch．et Savat．）Takeda タカネヒカ  

ゲノカズラ   

標本産地：陸中；早池峯山（菊地，19タ9）。  

一般分布地域：日本（北海道，本州北中部，屋久島）。種としてはカムチャッカ，アリューシャン群島，北米。  

記 事：奥羽山系の諸高山でほ棺普通に産するが，北上山系に於ては早池峯山の高山帯草原に於て稀に見出さ   
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れる。   

13．L．complanatum Linnaeus  アスヒカズラ  

標本産地；陸前；五葉山（菊地，19うう・藤巻惇，19封）。陸中；早池峯山（菊地1947），片葉山（小水内長太   

郎，19うぅ）。  

一般分布地域：日本（本州，北中部，北海道），千島 樺太，朝鮮，台湾，中国，ヒマラヤ，欧州，シベリア，   

北米。  

記 事：一般に亜高山帯及び高山帯の乾燥草原又は岩石地に生育している。本地域に於ては比較的稀な植物で   

上記の産地以外からは知られていない。  

SELAGINELLACEAE  イワヒバ科   

14．Sela皇inella sela皇inoides（Linn）．Link コケスギラン  

標本産地：陸中；早池峯山（菊地，1946，19う9・藤巻惇，195う）。  

一般分布地域：日本（北海道，本州北中部），千島，カムチャッカ，シベリア，欧州，北米。  

記 事：早池峯山に於てほ高山帯草原に稀塵，奥羽山系では烏帽子岳（乳頭山）の高山帯の草原から見出され   

ている。   

1タ．S・Shakotanen＄is（Franch）Miyabeet Xudo  ヒモカズラ  

標本産地：陸前；五葉山（菊地19うう・藤巻惇，19封）。陸 中；兜明神岳（菊地，1947，19ヲ8ト国見山（菊   

地，柑朗），田野畑（菊楓19タう），葛巻（菊地19日），安家（菊地，19粥），蓬莱山（菊壷軌19うう，19ヲ6）0   

陸 奥；名久井岳（菊地，19う釘。  

一般分布地域：日本（北海道，本州北中部），樺太，商千島。  

記 事：平地から高山まで所々の岩上に生育する。従来産地が少なく稀塵種と考えられたが著者等の調査によ   

って北上山地に於ける産地が可成り知られるようになった。   

16．S．tamariscina（Beauv．）Spring  イワヒバ  

標本産地：陸中；国見山（菊地，19弘19タ9），岩泉（菊地，19日），大沢（菊地，196う）○  

一般分布地域：日本（北海道南部，本州，四軌九州，朝鮮，琉球，創軌 ヒイリピン，中風北印度0  

記 事：北上山砲に於ける既知の産地は少ない。これは乱採によって多くの産地が失われたためと考えられ   

る。絶壁の岩上などに生育している場合には発見されても採集困難な場合が多い。   

17．S．helvetica（Linn．）Link  ェゾヒメグラマゴケ  

標本産地：陸中；早池峯山（菊地，19タ6，19う9），安家（菊地，19ヲ6，19聞），岩泉（菊地，19日，19う7），大   

川目（菊地，19粥），国見山（菊地，1949，19ラ9）。陸奥；浪打峠（菊地，19う7），福岡（菊地，196う）0  

一般分布地域：日本（北海道，本州，九州，南千島，朝鮮、中国，シベリアから小アジア，欧州，北米に分   

布。  
記 事：低地から亜高山帯にわたって，湿れる岩上に生育している。従来本地城及び隣接地域から記録された   

5．微妙0邦彦cαFr．etSav．タテクラマゴケはその殆どほ本種の誤同定記録であろう0又5・γβ刑0ゆJ壱α   

Springグラマコゲは本地城からは未検出である。この植物は岩手県でほ北上川以西の山地（沢内村その他）   

に自生があり，馬淵川流域の浄法寺，福岡からも採集されているが極めて稀である0恐らくこの植物に奥羽   

地方の北部でほ日本海側分布要素として考慮されるであろう0   
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ISOETACEAE  ミズニラ科   

18．IsoetesJaPOnicaAl．Braun  ミズニラ  

標本産地：陸中；猿沢（菊地，19う0），軽米（菊地，19ラ9），国見山（菊地，19ラ9），盛岡（菊池1947）0陸   

前；岩井崎（菊地，19う6h長部（菊地，19う4），高田（菊地，19〕6）。陸 奥；名久井岳山麓（菊夕乱1958）0  

一般分布地域；日本（本州，四国，九州），朝鮮。  

記 事：一般に低地の池沼，港流などに生育している。本地域の一部から ∫．α5壱α如αMakinoヒメミズニラ   

の記録（笹村，岩手沿岸帯植物誌p．24，19和）があるが恐らくミズニラの一型であろう。ヒメミズニラは高   

山帯湖沼中に稀に見られるもので近接地域の産地としてほ八甲田山睡蓮沼，八幡平水ニラ沼，南八幡平千沼   

ケ原などが知られる。  

OPHIOGLOSSACEAE  ハナヤスリ科  

19．Ophio皇lossum vul皇atum Linnaeus  ヒロハハナヤスリ   

標本産地‥陸前；金華山島（菊地，1962）。陸 中；藤沢く菊地，19う0），黄海（菊地，1949），伊保内（菊楓  

19う8），赤沢（菊丈軌19タ8），国見山（菊地，19ラ9），盛岡（菊地，19ヲ引，大志田（菊地，196Z）。  

一般分布地域‥ 日本（北海道，本札四軌九州），欧札 アジア，北米（欧亜及び北米大陸の温帯から寒帯   

に広く分布）。  

記 事‥各地の草地又は林床に時折見出されるものであるが普通ではない。   

20．0・nipponicumMiyabeet Kudovar．1ittorale（Makino）Nishida ハマハナ  

ヤスリ   

標本産地‥陸 前；金華山島（村井三郎，19うぅ＊）。陸 中；盛岡（菊地，1947）。  

一般分布地域：日本（北海道，本州，四国，九州）。母種（0．解五クタ0鶴首c桝）は日本（本州，四国，九州），琉   

球，台湾，中国に分布する。  

記 事：先年著者は盛岡市上乱岩手大学学芸学部構内の内庭に生育していた1集団を見出した（ⅠⅩ，う0，1947）   

主に海岸砂地に生育している植物であるから，探査したならば新しい産地が発見される可能性がある0   

21．0．petiolatum Hooker  フジハナヤスリ，ハナヤスリ，コヒロハハナヤスリ  

標本産地：陸中；猿沢（菊重軌19う0）。  

一般分布地域：日本（本州，四国，九州），琉球，台湾から広く熱帯アジアから濠州に分布する。  

記 事：先年（ⅤⅠⅠ，犯19う0）著者が郷里大東町猿沢に於て採集したZ点の標本がある。ヒロハハナヤスリ   

の細菓型とも考えられるものであるが，精検の上，上記の種と同定する。   

22．Botrychiumternatum（Thunb．）Swartz  7ユノハナワラビ   

標本産地：陸 前；雄勝（菊地，1961），今泉（菊地，19うぅ），高田（菊地，19う6），竹駒（菊き軌19う4），赤崎  

（菊地19日）。陸 中；大浦（菊地，1961），藤沢（菊地，19う0），盛岡（菊地，19引），平庭岳（菊地19ヲ9），   

姫神山（菊地1960），種市（菊地，19封），軽米（菊地，19邦），稲瀬（菊地，19タ9h岩泉（菊地，1949）。陸   

奥；八戸（菊地，19ヲ6）。  

一般分布地域：日本（本州，四軌九州），琉球，台湾，中国，ヒマラヤ。  

記 事：各地の草地に於て普通に見られる。  

＊村井三郎：宮城県植物日録p．1（19うぅ）。   
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Z3．B．robustuJh（Rupr．）Underwood ェゾフユノハナワラビ，ヤマハナワラビ  

標本産地：陸中；区界（菊地，1944，1961），松草（菊地，1962），藤沢（菊地，19門），早池峯山（菊地，  

1960），遠島山（菊地，1ウ52），外山（菊地，19封）。  

一般分布地域：日本（北海道，本州北中部），朝鮮，満州，ウスリー，樺太，千島，カムチャッカ，アラスカ0  

記 事：外山及び区界地方には本種の発育のよい集団が見出される。その他の地方の産地では孤生的で非常に   

稀な植物である。   

24．B．strychium Underwood  ナガボナツノハナワラビ，ナガボノハナワラビ  

標本産地：陸前；金華山島（菊地，196う），立根（井上幸三，196Z）。陸中；盛岡（菊地，1961），岩山（菊   

地，1947），下米内（菊地，19ラ9），字霊羅山（常軌19用，小本（菊地，1949），久慈（菊地，1949），藤沢  

（菊地，19う0），宮古（菊地，194ラ），姫神山（菊地，196Z）。陸奥；福岡（菊地，196う），名久井岳（菊地，  

196う）。  

一般分布地域：日本（北海道，本州，四国，九州），朝鮮，中国。  

記 事：山地林内に柏稀に生ずる。胞子菓の羽片が短かいので仝体として細長い穂状の胞子菓となる○胞子の   

うの成熟期は大概八月頃である。胞子のうの成熟期のおそいこと及び胞子葉の形で次種と区別されるo   

Z5．B．vir皇inianum（Linn．）Swartz  ナツノハナワラビ  

標本産地：陸前；長部（菊‡払19うう），五葉山（望月睦夫，1962）。陸中；猿沢（菊地，19別），室根山（菊地，  

1961），姫神山（菊地，1947，1961）。  

一般分布地域：日本（北海道，本州，四国，九州），朝鮮，満州，中国，印度，ヒマラヤ，シベリア，欧州，   

北米，（南米，タスマニヤ，ニュ←ジーランドにも分布するとも言われる＊）。  

記 事：低山地の林内に稀に生ずる。栄養葉は前種に甚だ類似したものであるが，胞子葉はより短かく且つ広   

がること，その成熟期ほ本地方に於てほ概ね6月で，前種より約2ケ月早い。陸前五菜山から且ノ呼0死去c堀例   

Und．オオハナワラビの報告＊＊があるが著二者は確認し得ない。  

OSMUNDACEAE  ゼンマイ科   

26，OsmundajaponicaThunberg  ゼンマイ  

標本産地：陸前；広田（戸羽親堆，19瑚，金華山島（菊地，196う）。陸中；岩山（染谷徳五郎，190う），盛岡   

（菊地，196う）。  

一般分布地域：日本（北海道，本州，四国，九州），商樺太，朝鮮，琉軌台湾，中国，ヒマラヤ0  
記 事：山地林内掛こ湿所至るところに生育している。若い裸菓（俗に女ゼンマイと言う）ほ採取して広く食   

用に供される。俗に男ゼンマイというのは本種の実美（胞子菓）を指すのであって，粗剛のため食用とはな   

らない。   

27．0・lanceaThunberg ヤシヤゼンマイ  

標本産地：陸前；大股（菊地，1962）。陸中；涜岸（菊地，1947），川井（菊地，19甥，盛岡（菊地196う），   

安象（菊地，19う7），藤沢（菊馳19用。陸奥；一戸（菊地，1948），福岡（高橋政利，196う）0  

一般分布地域：日本（北海道南部，本州，四国，九州）0  
記事：日本の固有種，山地の渓側岩上に生ず0陸奥二戸郡一戸町目鹿から小羽片が倒披針形鈍頭を呈する1   

型が知られ，これを董orm．TahamianaHiyamaオグノヤシヤゼンマイと言う0＊＊＊   

＊ 大井次三郎：日本植物誌，羊歯篇p・20（19う7）○  

＊＊ 笹村祥二：岩手県沿岸帯植物誌p・19（19印）0  

＊＊＊ 槍山鹿三：植物研究雑誌，34，p・1う9雇（19ヲ9）○   



菊  地  政 堆  18  

28．0．asiatica（Fernald）Ohwi  ヤマドリゼンマイ  

模本産地：陸中；平内（菊地，19うう），遠島山（菊地，19日），岩山（菊地，1947），藤沢（菊ま軌1929），早   

池峯山（菊地，1948），区界（菅谷保之，19ヲ8），自見山（菊地，196う）。  

一般分布地域：日本（北海道，本州，四国，九州），南千島，樺太，アムール，ウスリー，満州，朝鮮，中国   

台湾。  

記 事：山中湿所にしばしば群生する。食用に供し得るのであるが殆ど利用されていない。  

HYMENOPHYLLACEAE  コケシノブ科  

Z9．Mecodium Wrightii（Ⅴ．d．Bosch）Copeland  コケシノブ  

標本産地：陸前；五葉山（菊地，19うぅ，1961），金華山島（菊地，1962）。陸中；蓬兼山（菊地，19う0），姫神   

山（菊地，1960），大沢（菊地，196う），薬師岳（菊地，1959），早池峯山（染谷徳五郎，1907・菊地，1947）   

小本（菊地，1949），荒川（菊地，1961），大沢（菊地，196う）b  

一般分布地域：日本（北海道，本州，四国，九州），樺太，朝鮮。  

記 事：湿気の多い林内の岩上時に苗木の樹幹基部に着生する。   

30．Gonocormus minutus（Blume）v．d．Bosch  ウチワゴケ  

標本産地：陸前；五葉山（菊地，19うぅ），日頃市（菊ま軌19う列．高田（菊髪乱19日），金華山島（菊地，1961）0   

陸中；長坂（菊地，1947），中野（菊地，19ラ9）。  

一級分布地域：日本（北海道，本州，四国，九州），朝鮮，満州，琉線，台湾，中国からマレーシア。  

記 事：前種と同様な場所に生育するが前種よりほ稀である。   

31．Hymenophllum barbatum Mこiquel コウヤコケシノブ  

標本産地：陸前；日頃市（菊地，19うぅ）。  

一般分布地域：日本（本州，四国，九州），朝鮮（済州島），中国，琉球，台湾，印度。  

記 事：従来の記録＊によれば本州の日本海側では羽後（秋田県）以南太平洋側では宮城県以南となってい   

るが産地は明かにされていない。著者ほ先年（ⅤⅠⅠ，29，19うぅ）五葉山登山の折，日頃市部落を通過する   

際，附近の岩上から採集した標本が本種と同定された。この産地は本地域只1ケ所の産地であると同時に本   

種の太平洋側に於ける北限分布地であろう。   

32．Vandenboschiaradicans Copel．var．angustata（Christ）K．Iwatsuki  

コハイホラゴケ   

標本産地‥陸前；金華山島（菊地，196う）。  

一般分布地域：日本（本州北部），南千島。  

記 事：母踵γ・γαd壱cα粥ぶハイホラゴケほ世界の熱帯に広く分布するが，本変種は最も北に偏して分化した   

小型変種と考えられている。著者は先年陸奥恐山のヒノキアスナロ林下の岩上より得たことがあるが，本年  

（196う）にいたって金華山島の東側中腹の岩上に於て紡う方なき木型の植物を得た。恐らく本地域に於ては   

極めて稀な植物で目下のところ金華山島は唯一の産地である。最も近い既知の産地は陸前松島である。＊＊  

＊ 伊藤洋：日本のコケシノブ科，植物研究雑誌24，p．121（1ウ49）。  

＊＊ 伊藤洋：日本のコケシノブ科，植物研究兼誌2ヰ，p．124（1949）。   
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PTERIDACEAE  ワラビ科   

33．Dennstaedtia Wilfordii（Moore）Koidzumi オオレンシダ  

標本産地：陸前；広田（戸羽親堆，19日），柳津（菊地，196う），金華山島（菊地，1962）。陸中；岩泉（菊地  

19舛），室根山（菊地，19日），高洞山（菊地，196う），長坂（佐々木洋一，19ラ4），況鼻渓（菊地，19封），大   

川日（菊地，19ラ2），盛岡（菊地，1948），仙人峠（小水内正明，19ラり。陸奥；福岡（菊地，196う）。  

一般分布地域：日本（北海道，本州，四乱九州）・，朝鮮，満札 アムール，中国。  

記 事：山地の林内，草地，岩上などに生じ，極めて普通に見られる。   

34．D．hirsuta（Swartz）Mettenius  イヌシダ  

標本産地：陸中；小本（菊地，1949），早鞄峯山々麓（菊地，1949），宮古（菊地，196う），渋民（菊地，1947），   

盛岡（菊地，196う），山坂（菊地，19う9），国見山（及川浩志，19舛），大沢（菊地，196う）。陸前；横山（菊   

地，196う），金華山島（菊地，19う6），大船渡（菊地，19日），広田（菊地，1949）。  

一般分布地域：日本（北海道，本州，四国，九州），朝鮮，満州，中国。  

記 事：低山地の岩上に柏普通に産す。   

35．Hypolepis punctata（Thunb．）Mettenius  イワヒメワラビ  

標本産地＝陸前；金華山島（菊地，19タ6，1962），寄磯（菊地，ユ96う），女川（菊地，196う）。  

一般分布地域：日本（秋乱 宮城以南の本札 四国，九州），朝鮮南部，琉球，台湾，中国から世界の熱帯一   

般に分布する。  

記 事：従来金華山島は太平洋側に於ける確かな産地であり且つ北限と考えられてきている。（宮城県栗原部   

首沢の記録があるが＊，この産地は確認の必要がある）。金華山島に於てはワラビと共に最も繁茂している羊   

歯でいたるところに生育している。本年（196う）にいたって，牡鹿半島部の寄磯及び女川に於て著者は本踵   

の産地を新に見出したので，女川ほ目下この種の太平洋岸に於ける確実なる北限であろう。   

36．Pteridiumaquilinum（Linn．）Kuhnvar．1atiusculum（I）esv．）Underwood  

ワラビ   

標本産地：陸前；広田（戸羽親雄，19日），金華山島（菊地，1962），陸中；岩山（染谷徳五郎，1905）0  

一般分布地域：日本（北海道，本州，四国，九州，琉球，台湾，中乳濁州，朝鮮，樺太，南千島，欧州，   

シベリア，カムチャッカ，北米東部。  

記 事：山地，原野路傍いたるところに生育する。採草地，放牧地草原にも亦多し。広く山菜として利用さ   

れる。   

う7．Pteris cretica Linnaeus  オオバノイノモヤソウ  

標本産地：陸前；金華山島（村井三郎，19う1A）。  

一般分布地域：日本（本州陸前及び越後以南，四国，九州，琉錬，台湾，中風 其他広く世界の熱帯，亜熱   

帯に分布する。  

記 事：本地域に於ては陸前金華山島以外の産地は知られていない。本学農学部標本窒には多少不完全な模   

本でほあるが，19う1年村井氏採集金肇山鳥産標本が収蔵されている。村井民の語るところによれは同島の峯   

筋の或局所に只1株の自生が認められたとの事である。それ故或ほ胞子の遠隔散布による偶発個体であった   

と考えられるふしがある。現在同島に果して自生するや香かは不明であるので今後の確認が期待される。  

38．Coni（嶋rammefraxinea（Don）I）ielsvar．intermedia（Hieron．）Christ  

イワガネゼンマイ  

標本産地：陸前；金華山島（菊地，1962），女川（菊地，196う）ぅ 横山（菊地，196う）。陸中；猿沢（菊地，  

＊ 村井三郎：宮城県植物目録p．7（19うぅ）。   
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1947），竜泉洞（菊地，19ヲ7），自見山（菊地，196う），山根（菊地，19ラZ），大川目（菊地，19舛），門崎（菊   

地，19ラ列，区界（菊地，1948），物見山（菊地，19和），遠島山（菊地，19ヲ2），藤沢（菊地，19ぅう），況鼻   

渓（菊地，19封）。陸奥；福岡（高橋政利，196う）。  

「般分布地域‥日本（北海道，本州，四国，九州）・樺太，南千島，朝敵満州，中国，台湾，印度，印度支部0  

記 事‥木蓮は本地域に於ては低地からブナ帯にわたって稀ならず見出されるものである。石灰岩崩壊地の   

樹陰などには殊に多産するようである。福岡産の模本ほ菓身の表裏に短軟毛があり，form．Ⅳ0∫β壱kurata   

チチブイワガネに同定されるものである。  

39．C．japonica（Thunb．）Diels  イワガネソウ  

標本産地：陸前；寄磯（菊地，196う）。  

一般分布地域‥ 日本（本州，四軋 九州），朝鮮（南部），中国，台湾。  

記 事：前種に外形がよく似た植物であるが，葉脈は互に結合して細長い網の目をつくるので，殆ど葉脈が   

網の目をつくらない前撞から区別される。又一般に羽片，小羽片の発端部が次第に細くなる傾向がある。   

（前撞では急に細くなる傾向がある）。本種が本地域に分布しているかどうかは記録は別として大いに疑問と   

するところであったが本年（196う）にいたって上記の確実なる産地が見出された。古くから金華山島に産す   

るとの記録があるが著者ほ数回の踏査によっても確認することはできない。恐らく古い記録は前程の1型の   

誤認であったと推定される。上記の産地は太平洋岸に於ける北限であろう。   

40．Aleuritopteris argentea（Gmel．）F6e  ヒメウラジロ  

標本産地：陸中；岩泉（菊地∧19日，19うう，19ラ7）。  

一般分布地域：日本（本州，四国，九州），朝鮮，満州，シベリア，台湾，中国，マレーシア，印度。  

記 事：本地域に於てほ岩泉町宇霊羅山及び欠山の石灰岩上に稀に生ずる。他に東北地方の産地は知られて   

いない。石灰岩上の残存植物と考えることができる。   

41．Crypto皇ramma crispa（Linn．）R．Brown リシリシノブ  

標本産地：陸前■■五菜山（菊地・望月・高橋，1962），愛染山（菊地，19うう）。陸中；早池峯山（菊地，19ラ6，   

19う9）。  

一般分布地域：日本（北海道，本州北部），南千島，南樺太，シベリア，欧州。  

記 事：高山帯及び亜高山帯の岩石地に稀に生ずる。日本に於ては極めて稀品に属し，本州北部に於ける産   

地は早池峯，五葉山愛染山のほか，羽前の月山，朝日岳，羽後太平山及び乳頭山（岩手県側では烏帽子岳   

と言う。ワシリシノブは羽後側に生育している。）などが知られる。   

42．PleurosoriopsisMakinoi（Maxlm．）Fomin  カラグサシダ  

標本産地：陸中；米内（沢田兼吉，1908A），濁岸（沢田兼吉，1906A）。  

一般分布地域：日本（北海道，本州，四乱九州），朝鮮，中国，満州，シベリア。  

記 事：深山の陰湿な岩上に稀に生ずる。陸中米内及び浅岸の産地は古く故沢田兼吉氏によって知られたも   

ので，当大学長学部の標本皇に完全な棟木が収蔵されている。著者はいまだその白生地点を確認することが   

できない。   

43・AdiantummonochlamysEaton ハコネシダ，ハコネソウ  

標本産地：陸前；矢作（菊地，19舛，19う6）。  

一般分布地域：日本（本州，四国，九州），朝鮮南部，中風台湾。  

記 事‥暖帯性の羊歯で本州に於ては羽前及び陸前以南に知られる。本地城の産地ほ陸前高田市矢作町字二   

又の矢作川渓側の石灰岩上に見出された。この産地は太平洋側に於ける北限であろう。  

44．A・Pedatum Linnaeus  グジャグシダ  

標本産地‥陸前；横山（菊地196う），五葉山（高橋政利，1961）。陸中；国見山（菊地，19甥，大沢（菊   
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確，196う），田瀬（菅谷保之，19タ7），軽米（前田禎伍，ユ9邦），区界（菊地1947），黒森山（菊地，196う），   

輿田（小山健平，19う6），田野畑（菊鞄，19日），仙人峠（川水内正明，19う7），自見山（菊地，196う），笹   

渡（菊埠，196う）。陸奥；福岡（菊地，196う），名久井岳（菊地，196う）。  

一般分布地域：日本（本州，北海道，四国），朝鮮，中国，ヒマラヤ，満州，東シベリア，樺太，商千島 カ   

ムチャッカ，北米。  

記 事：山地林内に普通に慶す。又所々民家で観賞用として栽植する。  

DAVALLIACEAE  シノブ科  

4う．Davallia MariesiiMこ00re  シノブ  

標本産地＝陸前；金華山島（菊地，i9タ6，1962），米崎（山田玄太郎，1908A），大船渡（菊地，19うう）D 陸   

中；田野畑（菊地，19乃），門崎（菊地，19発），国見山（菊地，19う4），大川目（菊地，19ラZ），鮭崎（菊地，  

1960），田浜（菊姐1961），荒川（菊地，1961），大沢（菊払196う），茂市（山田玄太郎，1907A）。  

一般分布地域：日本（北海道南部，本州，四国，九州），朝鮮，中乱 台湾。  

記 事：山地林内の岩上又ほ樹幹上に着生して生育している。産地ほ比較的稀である。観賞用（つるし玉と   

して）に供される。  

PLAGIOGYRIACEAE  キジノオシダ科  

46．Pla皇io象yria MatsumureanaMakino  ヤマソテツ  

標本産地：陸中；早池峯山（菊地，1946，19ラ9）。  

一般分布地域：日本（北海道，本州，四国，九州），南千島。  

記 事：北上山系に於ては早池峯山のみに知られる。奥羽の諸山地に於てほ深山の林内に極めて普通のもの   

である。  

ASPIDIACEAE  オシダ科  

47．Matteuccia orientalis（Hook．）Treviranus  イヌガンソグ  

標本産地：陸前；広田（戸羽親堆，19日），柳津（菊地，196う），金華山島（菊地，1962）。陸中；盛岡（菊   

地，1947），区界（菅谷保之，19ラ8），仙人峠（小水内正明，19ヲ7），高洞山（菊地，196う）。陸奥；福岡（菊   

地，196う），名久井岳（菊地，196う）。  

一般分布地域‥ 日本（北海道，本州，四国，九州），南千島，朝鮮，中国，ヒマラヤ。  

記 事：到るところ極めて普通に産す。実業（胞子菓）は近時生花用として利用されている。   

48．M．Struthiopteris（Linn．）Todaro  7サソテツ  

標本産地：陸前；広田（戸羽親堆，19うう）。陸中；盛岡（菊地，1948），藤沢（菊地，19う0），国見山（及川浩   

志，19舛），仙人峠（小水内正明，19う7），高洞山（菊地，196う）。陸奥；福岡（菊地，196う）。  

一般分布地域：日本（北海道，本州，四国，九州），南千島，朝鮮，中国，満州，シベリア，欧州，カムチャ   

ッカ。  

記 事：低地から棺高所まで林内或は湿地に極めて普通である。各地に於てコゴミの方言で知られ幼い葉柄   

を食用にする。又観賞用として庭園に植栽される。   

49．Onoclea sensibi】isLinnaeus  コウヤワラビ  

標本産地：陸前；広田（戸羽親堆，19日），五葉山（高橋政利，1962）。陸中；盛岡（菊地，1947），区界（菅   

谷保之，1958），仙人峠（小水内正吼19うゎ，官盲（菊地，196う）。   
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一般分布地域：日本（北海道，本州，四国，九州），朝鮮，満州，南千島，南樺太，東シベリア，北米0  

記 事：路傍原野，林内の給湿所に極めて普通である。  

50．Woodsia manchuriensis Hooker  フグロシダ  

標本産地‥陸前；五葉山（菊地，1961），米崎（山田玄太郎，1908A），金華山島（村井三郎，19う1A）。陸   

中；早池峯山々麓（菊地，1948）ぅ 門爵（山田玄太郎，1907A），小本（菊地，（1949），室根山（菊地，19封），   

大沢（菊地，196う），早坂峠（沢田兼吉，1906A），浅岸（沢田兼吉，1906A）。  

一般分布地域：日本（北海道，本州，四国，九州），朝鮮，満州，中国，アムール，クスリー。  

記 事：本地城に於ては低地の岩上に柏穂に産す。   

51．W．polystichoides Eaton  イワデンダ  

標本産地：陸前；五葉山（菊地，1961）。陸中；藤沢く菊地，19沌），大沢（菊地，196う），米内（三上信夫，  

1948），高洞山（菊地，19乃），盛岡（菊地，1947），葛巻（菊地19日），早池峯山（吉田長次郎，1918・菊   

地，1948・小水内長太郎，19ヲ9），山根（菊地，19％），大川日（菊地，19う2），室根山（菊地，19封），蓬莱   

山（菊地，19う6），猿沢（菊地，1947），平屋岳（菊地，19殉），岩泉（菊地，19タ9），安家（菊地，19ラ7），   

区界（菅谷保之，19ヲ8・菊地，1948），門崎（菊地，19ラ8），国見山（菊地，19ヲ9），岩根橋（菊地，19タ習，   

用野畑（菊地，1949），姫神山（菊地，1962）。陸奥；福岡（菊地，19タ7），名久井岳（菊地，196う）。  

一般分布地域：日本（北海道，本州，四軌九州），南千島，樺太，アムール，クスリー，満州，朝鮮，中国，   

台湾。  

記 事：低地から亜高山帯まで，棺乾燥した岩上に生育する。菓面特に裏面に毛の少ない型を分けてVar・   

常祝d盲伽SC伽‡αHookeTエゾイワデンダを認めることがあるが，中間型があって，ほっきりしないので現在は   

区別しない学者が多い。   

52．Polystichum tripteron（Kunze）Presl ジュウモンジシダ  

標本産地：陸前；金華山島（菊地，1961），横山（菊地，196う），五菜山（菊地，19舛）。陸中；早池峯山（菊   

地，1948），国見山（及川浩志，19ラ弟，姫神山（菊地，1947），盛岡（菊地，19タ2），白見山（菊地，196う），   

高洞山（菊地，196う）。陸奥；福岡（高橋政利，196う）。  

一般分布地域：日本（北海道，本州，四国，九州，南千島，朝鮮，中国，満州，東シベリア。  

記 事：低地から棺高所までの林内に稽普通に産す。   

53．P．craspedosorum（Maxim．）Diels  ッルデンダ  

標本産地：′陸前；荷沢峠（菊地，19ヲ7）。陸中；不動岩（菊地，1962），藤沢（菊地，19労），岩泉（菊地，  

19タラ），安家（菊地，19ヲ引，竜泉洞（菊地，19ヲ7），内川目（菊地，19ラ射，門崎（菊地，19タ9），猿沢（菊   

地，1946），摺沢（菊地，1947），況鼻渓（染谷徳五郎，190タ・佐々木洋一，19ヲ4）。  

一般分布地域：日本（北海道，本州，四国，九州），朝鮮，中国，満州，東シベリア。  

記 事：本地域に於ては多くは石灰岩上に生育している。   

54．Polystichumretroso－paleaceum（Kodama）Tagawa サカゲイノデ  

標本産地：陸前；五葉山（高橋政利，1962），寄磯（菊地，196う）。陸中；姫神山（菊地，1962），猿沢（菊   

地，1946），多々艮山（菊地，1962），盛岡（菊地，1961），自見山（菊地，196う）．岩谷堂（高橋政利，196う），   

区界（菊地，196う），早池峯山（菊地，19タ9）。  

一般分布地域：日本（北海道，本州，四国，九州）。  

Var．COraiense（H．Chr．）Tagawa  イワシロイノデ  

標本産地：陸前；雄勝（菊地，1962），横山（菊地，1962），柳津（菊地，196う），寄磯（菊地，196う），五葉   

山（菊地，1961）。陸中；早池峯山（菊地，1948），六角牛山（小水内長太郎，19タ8），川内（菊地，196う，   

宮古（菊地，1962），大沢（菊地，196う），山根（菊地，19タ6），小谷鳥（菊地，1961），牛転峠（菊地，1961），   
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岩谷堂（高橋政利，196う），猿沢（菊地，1946），国見山（菊地，19ヲ9），盛岡（菊地，19ヲ8，196Z），門崎  

（菊地，19う8），重茂（菊粗1960），高洞山（高橋政利，1962），遠別岳（菊地，（1960）。陸奥；福岡（菊   

地，196う），名久井岳（菊地，196う）。  

一般分布地域：日本（北海道，本州，北中部），朝鮮。  

記 事‥基準型のサカゲイノデは日本の国有であるが変異体のイワシロイノデは日本のほか朝鮮に分布する0   

両型とも低地から棺高所にわたって，林内に産す。概してサカゲイノデほ奥羽山地に多く，北上山地に於て   

は寧ろ稀な植物で柁高所に生育し，イワシロイノデの方は比較的低地の林内に産し，北上山地に於ては寧ろ   

この変種の方が多い。しばしば両塑は同所に混生する。イワシロイノデほ生品に於て観察すると菓表に棺光   

沢があり，羽片はより短かい。中軸背面の鱗片の形の差異と併せ考察すると，この両型ほ互に独立種と見る   

のが妥当と考える。   

55．P．polyblepharum（Roemer）PresIvar．fibri1loso－Paleaceum（Kodama）  

Tagawa  アスカイノデ  

標本産地：陸前；志津川町椿島（菊地，壬9邦）。  

一般分布地域：日本（本州中部北部，四国）－母種（P．タ0秒あgβタあαγ裾研Preslイノデ）ほ本州蘭東以西，四   

国，九州に分布し朝鮮にも知られる。  

記 事：東北地方中部から四国まで太平洋岸を点々と分布している（田川氏による）。志津川町椿島は本地域   

内に於ける唯→の産地であり，且つ本植物の北限分布地でもある。   

56．P・Braunii（Spenner）F6e  ホソイノデ  

標本産地：陸前；五菜山（菊粗19うぅ，1962）。陸中；早池峯山（菊地，1948，19ヲ9），白見山（菊地，196う），   

荒川（菊地，19dり，平庭岳（菊地，ユ9タ9），遠別岳（菊地，19タ9），堺の神岳（菊地，19う4），区界（菊地，  

1947，1961），六角牛山（小水内長太郎，1958），姫神山（菊地，1962）。  

一般分布地域‥ 日本（北海道，本州北中部），朝鮮，中風満帆千島，樺太，シベリア，カムチャッカ，欧   

州，北米。  

記 事：主に東高山帯の林内に生育する。早池峯山から木柱の近縁種P．例壱cγOC肋研ツg Xodamaカラグサ   

イノデの記録があり＊その裏付け標本は本学農学部標本室に収蔵されている。しかしこれほラベルの入れ違   

いなどによる誤りであるように思われる。それ故現在までの調査の範囲では北上山系には該種ほ分布してい   

ないと考えている。尚イノデ属（夕叫′扇永藩体刑）として本地城から，イノデ（P・タ0妙あ～βタゐαγ祝刑Pr・＝ア・   

aculealumvar．ja4）OnicumChrist）やツヤナシイノデ（P．reiYOSO－i）aleacumTagawavar・OVatOTタaleaceum   

Tagawa＝P．aculeaium var．ovato一夕aleaceum Kodama）の記録があるが，これらは現在の知見の下では   

イワシロイノデの1型と見るべきものであろう。   

57．Phanerophlebiafalcata（Linn．fil．）Copeland  オニヤプソテツ  

標本産地：陸前；広田（菊地，19うぅ，1949・戸羽親堆，19うう），雄捧（菊楓1961），御崎（菊地，1962），釜   

谷（菊地，1962），寄磯（菊地，196う），気仙沼市大島（菊地，19矧，志津川町椿島（菊地，1956），大船渡  

（菊董軌19日），小友（菊地，19門），金華山島（菊地，1961，196う）。陸中；鮭ケ崎（菊地，1960），船越大   

島（菊地，1949），侍浜（菊地，19ぅう），崎山（菊地，19封），普代（菊楓19日），田野畑（菊地，19門），   

小谷島（菊地，1961）。陸奥；種差（菊地，19ヲも1961）。  

一般分布地域：日本（北海道南部，本州，四軋九州），朝鮮南部，琉軌 台湾，中国，印度，南アフリカ，   

マレーシア（南アフリカ及びハワイに産するというが人為的な分布である可能性がある）。  

記 事：本地域の海岸金城の岩上に生育している。  

＊ 村井三郎：岩手植物志p．117（19う0）。   
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タ8．P・Fortunei（J．Smith）Cope1and ヤプソテツ  

標本産地：陸前；鹿折（菊地，1961），柳津虚空蔵尊（菊地，196う），横山（菊地，196う），石巻（菊地，196う），   

気仙沼市大島（菊粗196し1956）。陸中；岩谷堂（菊地，19ヲ6），祝鼻渓（菊地，19封），猿沢（菊地，  

1947），不動岩（菊地，196Z）。  

一般分布地域：日本（北海道奥尻島，本州，四乱 九州），朝鮮南部，中国。  

Var．Clivicola（Makino）Ohwi  ヤマヤプソテツ   

標本産地：陸前；上有住（高僑政利，1962），矢作（佐々木卓夫，19うぅ），雄勝（菊地，1961）。陸中；門崎   

菊地，19タ9），藤沢（菊地，19日），仙人峠（小水内正明，19ヲ7）。  

一般分布地域：日本（本州，四国，九州）。  

記 事：この両型はともに本地域の中部で分布が隈止して中部以北でほ見られない。凡そ内陸部では仙人峠   

附近，海岸部では甲子川流域が北限であるようである。主に石灰岩地に見られる。ヤプソテツとヤマヤプソ   

テツは時に中間型があって区別が困難な棟木があるし，ほっきりした分布上の相違があるわけでもないよう   

である。   

59．Rumohramutica（Franch．et Savat．）Ching  シノブカグマ  

標本産地：陸前；五葉山（菊地，1961）。陸中；薬師岳（菊地，19ヲ9），早池峯山（菊地，19う9），片葉山（小   

水内長太弧19うぅ），遠島山（小水内正呪1956），白見山（菊地196う），盛岡（菊地，196う）。陸奥；階上   

岳（佐々木喜一，19う2A）。  

一般分布地域：日本（北海道，本州，四軌屋久島），南樺太，南千島，朝鮮（ウツリョウ島）。  

記 事：北上山地に於ては様な植物で亜高山帯の林床に生育している。比較的多く見られるのは早池峯山と五   

葉山のみ，他の産地でほ極めて稀品である。奥羽の諸山地に於てほブナ帯から針葉樹林帯にかけて極めて普   

遍的に分布する。陸奥の恐山では低山地にも見られる。盛岡の産地（北上川河岸の杉林中）の産地は異例に   

属し，多分胞子の遠隔散布による偶発個体と認むべきであろう。   

60．R・Standishii（Moore）Ching リヨウメンシダ  

標本産地：陸前；金華山島（菊地，196う），五葉山（菊地，1961）。陸中；姫神山（菊地，196Z），多々艮山（菊   

地，1961），猿沢（菊地，1947），国見山（菊地・寺方，19う9），遠別岳（菊地，19ヲ9），高洞山（菊地，196う）。   

陸奥；福岡（菊地，196う）。  

一般分布地域：日本（北海道，本州，四国，九州），朝鮮（済州島，ウツリョウ島）。  

記 事：深山の林内所々に生育しているが北上山地では比較的稀な植物である。胞子のう群は通常菓身の下半   

部につき且つその成熟期は当地方産羊歯類中で一番おそい（通常8月下旬から9月下旬頃である）。   

61．R・Miqueliana（Maxim．）Ching  ナライシダ  

標本産地‥陸前；女川（菊地，196う），五葉山（高橋政利，196Z），横山（菊地，196う）。陸中；岩谷堂（高橋   

政利，196う），谷内（吉田長次郎，1919），大沢（菊地，196う），盛岡市（菊地，1947），姫神山（菊地，1962），   

堺神岳（菊地，19う4），遠島山（菊地，19日），浄土浜（菊ま軌19タ印，甲子（小水内長太郎，1947），国見山  

（菊地・寺方，19う9），早池峯山（菊地，19ラ6），黒森山（菊地，196う），自見山（菊地，196う），高洞山（菊   

地，196う）。陸奥；名久井岳（菊地，196う），福岡（菊地，196う）。  

一般分布地域：日本（北海道，本州，四国，九州），朝鮮（済州島，ウツリョウ島），中国。  

言己 事：各地の林内に普通である。   

62．Dryopteris austriaca（Jacq11in）Woynar  シラネワラビ  

標本産地：陸前；五葉山（菊地，1961）。陸中；姫神山（菊地，1949，1962），早池峯山（菊地，1946），六角   

牛山（菊地，1948・小水内長太郎，19タ8），遠島山（菊地，19日），遠別岳（菊地，19ラ9），区界（菅谷保之，  

19ラの，白見山（菊地，196う）。   
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一般分布地域：日本（北海道，本州，四軌九州），樺太千島，カムチャッカ，シベリア，欧州，満帆 中   

国，ヒマラヤ，北米。  

記 事：ブナ背から針葉樹林帯にかけて，林下にしばしば群生する。早池峯山と五葉山にほ多産するが他の諸   

産地に於てほ様に産する。   

63．D．amurensis（Milde）Christ  オグヤマシダ  

標本産地：陸中；遠島山（菊地，19ヲ4・小水内正明，1956），白見山（菊地，196う）。  

一般分布地域：日本（北海道，本州北中部），樺太，アムール。  

記 事：本種は極めて穣品であって本州に於ける分布ほ近年にいたって判明した。本地域に於てほ著者初め   

て遠島山に於て見出し，後小水内正明君同山に於て確認採集し，本年（196う）更に著者は小水内長太郎氏と   

共に遠野市白見山（117うm）に於て本種のすはらしい集団を発見し，多数の艮標本を得た。東北地方に於て   

ほ尾瀬地方からの報告を除いてはいまだ確実なる産地が明かにされていないのであるから，ここに記録され   

た産地ほ注目に催するものである。   

64．D．1aeta（Kom．）Christ  イワカゲワラビ  

標本産地：陸中；安家の元村（菊地，19う6，19う7），乙茂（菊地，1957），大川目（菊地，19う8），竜泉洞（菊地，  

19タ7），山根（菊地（19タ4，19う9）。  

一般分布地域：日本（北海道，岩手県，長野原），朝鮮，満州，中国北部。  

記 事：この植物が日本に産することが明かになったのは近年の事に属す。最初1949年田川基二氏によって   

北海道から報告され＊，岩手県に産することの最初の報告は19う4年安家産模本の上で，倉田悟氏によってな   

された。＊＊著者ほ19ラ4年初めてこの植物のたしかな艮標本を陸中，九戸郡山根渓谷の石灰岩地に得たのであ   

るが当時は同定不能であった。後に上記の2報告を見るに及んで初めてそれと知ることができた。現在まで   

に得た資料によれば，北上山地に於ては北部の小本川流域以北の石灰岩崩壊地に限って点々と分布している   

ことが知られる。   

65．D．polylepis（Franch．et Savat．）Christensen  ミヤマグマワラビ  

標本産地：陸前；上有住（菊地，19日），五葉山（菊地，19ラ4，1961）。陸中；早池峯山（菊地，1950），区   

界（菊軌19和），岩泉町小川（菊‡軌19うう），仙人峠（菊地，1947），内川目（菊地19舛），高洞山（菊地，  

19ヲ2），山根（菊地，1956），大川日（菊地，19ラ2），川内（菊地，196う），大沢（菊憂乱196う），牛転峠（菊   

地，1961）。  

一般分布地域：日本（本州，四国，九州）。  

記 事：日本の固有種，北上山地に於ては金城にわたって点々と分布するが，産地はここに示した以外はあま   

り知られていない。   

66．D．crassirhizoma Nakai オシダ  

標本産地：陸前；氷上山（菊地，19日），五葉山（鄭軌1960）。陸中；盛岡（菊地，1961），大沢（菊地，  

196う），姫神山（菊地，1947），区界（菅谷保之，19う8），中野（菊‡軌19う9），白見山（菊地，196う），高洞山   

（高橋政利，196Z），土淵（菊地，196う），仙人峠（小水内正明，19う7）。陸奥；碍岡（菊地，196う）○  

一般分布地域：日本（北海道，本州，四国，九州），樺太，南千島，朝鮮，満州0  

記 事：低地から精高所まで各地の林内に普通に産し，しばしば深山に於て群生する0  

67．D．uniformis（Makino）Makino  オクマワラビ  

標本産地：陸前；氷上山（菊地，19うヲ，19瑚，気仙沼市大島（菊地，19うの，鹿折（菊地，1961），鮎川（菊   

粗1961），御崎（菊地，1961），寄磯（菊地，196う），柳津（菊地，196う），横山（菊地，196う）0陸中；北  

＊ 田川基二：植物研究雑誌23，p．77（1949）。  

＊＊ 倉田悟：北陸の植物3，p．8う（19う射。   
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上市畳山（高橋政利，196う），盛岡（菊地196う）。  

一般分布地域：日本（本州，四軌 九州），朝鮮（南部），中国（東部）。  

記 事：北上山地に於ては主に陸前の海岸地方の低地林内に点々と分布しているが最近（196う）にいたって陸   

中の内陸部に於ても殊に分布していることが明かになった。   

68．D．1acera（Thunb．）0．Kuntze  7マワラビ  

標本産地：陸前；浦宿（菊粗196う），大船渡（菊地，19日），横山（菊地，1962），石巻（菊地，t961），金   

華山島（菊地1961，1962），広田（菊地，1961），雄勝（菊地，1962），御崎（菊地，1961），女川（菊地，  

196う），志津川町棒島（菊地，19％），志津川（菊地，19ラ9）。陸中；門崎（菊地，19発），鮭崎（菊地，1960），   

国見山（菊地19ラ9），藤沢町（菊地，19舛），牛転峠（菊地，1961），岩泉（菊地19ラ7），猿沢（菊地，  

1948），長坂（菊地，1947），岩山（菊地，1947，1949），磯鶏（戸羽親雄，196う），大沢（菊地196う）0  

一般分布地域：日本（北海道奥尻島，本州，四国，九州），満州，朝鮮。  

記 事‥本地域に於ては内陸部海岸部ともに点々と分布し，北は岩泉地方に及んでいる。内陸部では石灰岩地   

に多い傾向がある。暖帯的な要素であるが，前種よりは分布は北方に及んでいると見るべきであろう0   

69．D．monticola（Makino）Christensen  ミヤマペニシダ  

標本産地‥陸前；高田（菊地，19う列，寄磯（菊地，196う），大船渡（菊地，1962），五葉山（菊地，1961）0   

陸中；平庭岳（菊≠軌19う9），果森山（菊地196う），高洞山（菊地1960），山根（菊地，19％），姫神山  

（菊地，19封），室根山（菊姐19封），況鼻渓（菊地，19封），遠島山（菊地，19舛），仙人峠（菊地，19舛），   

早池峯山（菊姐1948），猿沢（菊地，1947），小本（菊地，1949），区界（菊地，1947，19ヲ7），大沢（菊   

地，196う），白見山（菊地，196う）。陸奥；名久井岳（菊地，196う）。  

一般分布地域：日本（北海道，本州，四国），朝鮮，南満州。  

記 事：比敦的寒い地方に分布している。本州では主に中部山岳地方から北に分布するらしい。近畿地方や四   

国にも稀に産するらしいが深山或は高所に産し極めて珍らしいとの事である。当地方では深山に於ては極め   

て普通であり，時に可成り低い所に見られることがある。   

70．D・tOkyoensis（A4akino）Christensen  タこへゴ  

標本産地‥陸中；侍浜（菊地，19タラ），外山（菊地，19封），八木田（菊地，1947），岩谷堂（高橋政利，196う），   

軽米町笹渡（吉田利夫，196う）。  ノ  

ー般分布地域：日本（北海道，本州，四国，九州），朝鮮。  

記 事：所々湿地に稀に産す。日本全土に分布するが，どこでも産地が少なく穣品である。北上山地に於ては   

上記の産地以外に笹村祥二氏によって，甲子及び重茂が記録されている㌔尚五葉山からイワへゴ（か■ヴCαd音調α   

C．CbT．VaT・例βね鶴Ogゆi5Nakaiとして）の記録＊があるが，疑問であるので除外することにした。   

71．D．Sabaei（Franch．et Savat．）Christensen  ミヤマイタチシダ  

標本産地：陸前；金華山島（菊地，1962），五葉山（菊地，1961）。陸中；区界（菊地，1947），姫神山（菊   

地，196Z），盛岡（菊地，1962），況鼻渓（佐々木洋一，19ラ射，国見山（菊地・寺方，19ラ9，早池峯山（菊   

地，1948．1960），白見山（菊地，196う），岩谷堂（高橋政利，196う）。  

一般分布地域：日本（北海道，本州，四国，九州）。  

記 事：日本の国有種，多くはブナ帯の林中に見られるが時として可成り低いところにも見出される。800へ  

1000m級以上の山地では大抵の山に分布している。▲典型的な日本温帯要素で，四国や九州でほ高所のみに   

分布する。   

72．D．erythrosora（Eaton）0．Kuntze  ペニシダ  

標本産地：陸前；志津川町樺島（菊地，19邦）。陸中；三貫島（倉田悟，1961），盛岡（菊地，196う）。  

＊ 笹村祥二：岩手県沿岸帯植物誌p．21（19う0）。   



北上山系の植物相とその植物地理学的考察  27  

一般分布地域：日本（本州，四国，九州），朝鮮南部，中国。  

記 事：一般にほ本州に於てほ関東以西に分布するように考えられているが東北地方にも分布している0 裏   

日本では鶴岡地方以南，表日本では陸前塩釜神社境内，同志津川町棒島，陸中三貰島に分布している。三貴   

島に産することは最近倉田悟氏によって報告せられ，＊この産地は本種の北限と考えられたが本年（196う）に   

いたって著者は意外にも盛岡市北上川沿いの杉林々床に1株の自生を発見した。恐らく偶発分布と考えられ   

るものであって，胞子の遠隔散布に起因するであろうが羊歯類の分布要因を考察する1資料として注目の必   

棄がある。   

73．D．saxifra皇a H．Ito  イワイタチシダ  

標本産地：陸前；金華山島（菊地，19う6），横山（菊地，196う），五菜山（高橋政利，196Z）。陸中；国見山   

菊地・寺方，19ラ9），米内（菊地，1961），盛岡（菊地，1948），藤沢（菊地，1949），大川（菊地，19舛），   

大川日（菊地，19うZ），大沢（菊地，1963）。  

一般分布地域：日本（北海道，本州，四国，九州），朝鮮，満州。  

記 事：低山地の林下岩上に生育している。本地城全域に分布するが散在的である。   

7A．D．bissetiana（Bak．）Christensen  ヤマイタチシダ  

標本産地：陸前；雄捧（菊地，1961），女川（菊地，196う），寄磯（菊地，196う），網地鳥（菊地，1960），柳   

津（菊地，196う），浦宿（菊地，196う），米崎（山田玄太弧1908）。陸中；鵜住居（高橋政利，196う），両石  

（菊地，1961）。  

一般分布地域：日本（本州，四国，九州），朝鮮，中国。  

記 事：前種に非常に近似した植物であるが，前種ほ葉柄や中軸にある鱗片が軸に直角又は下向きについて聞   

出する（先の方は曲って上向きになる）のに対し本踵では一般に黒味が強く且つ軸に対し斜上性であること   

で区別されている。著者は本地域の南端に壊する宮戸島や野蒜海岸に於ても採集しているのであるから陸前   

の海岸では更に産地が発見される可能性がある。前種よりは，より南方に分布するもののようで本地域では   

海岸沿いに分布して陸中の鵜住居海岸附近に達し，内陸部にほ及んでいないと見られる0   

75．D．chinensis（Bak．）Koidzumi ミサキカグマ，ホソパノイタチシダ  

標本産地：陸前；金華山島（菊地，1961），浦宿（菊地，ユ96う），広田（菊ま払 け49・戸羽親雄，19日），鮎川  

（村井三郎，19う1A），高田市矢作（菊地，196う），大船渡（菊地，19うう）。陸中；藤沢（菊地，1947），浄土   

浜（菊ま軌19う7），乙茂（菊鞄，19う7），保呂羽山（菊地19う9），重茂（菊地，1960），大浦（菊地，1961），   

摺沢（菊地，19ヲ6）大沢（菊確，196う），黒森山（菊地，196う），国見山（菊地，196う），岩谷堂（高橋政利  

196う）。  

一般分布地域：日本（北海道，本州，四国，九州），朝鮮，中国。  

記 事：低山地の林下或は岩陰などに見出されるが，北上山地では概ね海岸寄りの地域に於てより濃密に分布   

し，北端は岩泉町の乙茂に達している。それより北の産地は見出されていない。   

76．Lastrea totta（Schltdl．）Ohwi  ミゾシダ  

標本産地：陸前；金華山島（菊地，1962），女川（菊地，196う）。陸中；姫神山（菊地，1962），盛岡（菊地，  

19舛），高洞山（菊地，196う），薬師岳（菊地，19ヲ9），窒根山（菊地，19封），区界（菊地，1947），自見山  

（菊地，196う）。  

一般分布地域：日本（本州，四国，九州，北海道），朝鮮，琉球，台湾，中国，マレーシア，印度，セイロ   

ン，アフリカ。  

記 事：各地の林下に普通に産す。  

＊ 倉田悟；ペニシダの北限地，北陸の植物10，p．川1（196Z）。   
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77．L．Phe象Opteris（Linn．）Bory  ミヤマワラビ  

標本産地：陸前；五葉山（菊地，1961），金華山島（菊地，1961），氷上山（菊地，1958）。陸中；仙人峠（小   

水内正明，19ヲ7），早池峯山（菊地，1948），区界（菊地，1947），姫神山（菊地，1947），盛岡岩手公園（菊   

地，1947），堺の神岳（菊地，19舛），笹野田峠（菊地，19タ9），遠島山（菊地，19タ2），遠別岳（菊地，19タ9），   

山根（菊地，19タ9），白見山（菊地，196う）。  

一般分布地域：日本（北海道，本州，四乱 九州），朝鮮，台湾，中国，ヒマラヤ，シベリア，欧仙北米0  

記 事：締高所（通常800m以上）に通常見出されるものであるが，時折低地林内にも生育している。盛岡市   

内岩手公薗の石i亘上にも生育していることが先年発見された。   

78．L．decursive－pinnata（Van Hal1）J．Smith  ゲジゲジンダ  

標本産地：陸前；金華山島（菊地，1961，196Z），雄勝（菊地，1961）。陸中；千厩（菊地，1947）0  

一般分布地域：日本（本州，四国，九州），朝鮮，琉球，台湾，中国，印度支部，印度。  

記 事：暖帯系の羊歯で本地域に於ける既知の産地は上記のう産地のみである。低地の林内，石垣などに生え   

ている。金華山島に於ては各所によく見られるものであるが，他の2産地でほ極めて僅かに，或局所に見出   

される。千厩は本種の太平洋側に於けるける北限であると見られる。   

79．L・bukoensis（Tagawa）H．Ito  タチヒメワラビ  

榎本産地：陸中；区界（菊地，1947，19発），姫神山（菊地，19封），種山原（菊地，1958），葛巻町土谷川  

（菊地，19舅），華米町上舘（吉田利夫，196う）。  

一般分布地域：日本（本州北中部）。  

記 事：日本の国有種。本州の中部に於ては北陸，関東，中部地方の1部に分布し，東北地方に於ては北上山   

地に上記のう産地が知られ，八甲田山の酢ケ湧温泉附掛こ1ケ所計6ケ所の産地が知られるのみである0山   

地林内に小集団をなして生育しているが，産地の孤立した植物で稀塵種の1つである。   

80・L・quelpaertensis（H．Chr．）Copeland  オオバショリマ  

標本産地：陸中；早池峯山（菊地，19ヲ0・染谷徳五郎，1904）。  

一般分布地域：日本（北海道，四国，九州），朝鮮，千島，カムチャッカ。  

記 事：代表的温帯羊歯と言われるが北上山地に於ては只早池峯山の亜高山帯～高山帯に見られるのみであ   

る0五葉山にも産するとの記録があるが（小水内長太郎，19タラ），著者いまだ同山に於て未採集である0そ   

れ故同山よりの記録は今後の確認が必要である。奥羽の諸山地に於ては最も普通に生育している0   

81．L・Thelypteris（Linn．）Bory  ヒメシダ  

標本産地：陸蘭；金華山島（菊地，1962），広田（戸羽親雄，′19日）。陸中；区界（菅谷保之，19殉），国見山  

（及川浩志，19封），十二頗（吉田長次郎，1919），盛岡（高橋政利，1962）。陸奥；名久井岳（菊地，196う）。  

一般分布地域：日本（北海道，本州，四国，九州）フ朝鮮，中国，満州，北印度，シベリア，欧札 アフリカ，   

ニュ←ジ「ランド，北米。  

記 事：低所から山地にかけて各地の湿地に極めて普通に産す。北半球広布種と考えられるが，ニュ←ジーラ   

ンドに分布する事実の説明が困難である。   

82．L・japonica（Baker）Copeland  ハリガネワラビ  

標本産地：陸前；金華山島（菊地，19ラ6，1962），女川（菊地，196う），高田市小友（菊地，19労）。陸中；姫   

神山（菊地，1962），摺沢（菊地，19沌），藤沢（菊地，19ヲ9），猿沢（菊地，1948），江刺市倉沢（菊地，  

196う）。  

Var．muSaShiensis（Hiyama）Honda  イワハリガネワラビ  

標本産地：陸中；早池峯山（菊地，19ヲ6‥1960・小水内長太郎，19乃），薬師ケ岳（菊地19タ9），高洞山   
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（菊地，196う）。陸前；五葉山（菊地，1961・藤巻惇，1947）。  

一般分布地域：日本（北海道，本州，四国，九州），朝鮮，中国。  

記 事：各地の低山地林内に生育しているが棟である。葉柄は基部を除き（基部は淡褐色）中軸と共に緑色全   

体がより繊細，包膜が稽無毛に近い形が五菜山，薬師岳，早池峯山などの中腹林下に産する。これを関東の   

山地（武蔵国，樺の新山）から記載されたVa工・．研伽∫α∫ゐ五β弗S五∫（Hiyama）Hondaと同定記録することにし   

た。沢山の標本の中にほ中軸の背面に純毛のある形が若干あり，又包膜の毛は殆ど無毛の形から，短かいが   

可成り増加して殆ど母種と区別できない程のものまでいろいろである。本著者ほこのような変異は総て同所   

性変異であるとの現地観察の結果に基いて上記の変種名の下で一括記録することにした。奥羽の諸山地に於   

ても同型のものが生育しているし，笠原潤二郎教授が先年飛騨の山地で採集された多数の植物模本を当研究   

宝に寄贈されたが，その中に同型の標本が数点含んでいる。して見ると近似の型は本州中部と奥羽地方の諸   

山地に可成り広く分布するもののように考えられる。Var．抑那都南南川kを上に述べたように解釈すること   

になれは，Var．g7αあγα≠αコウライヤワラシダ，及びform．〃壱γ壱dβざCβ弗ざアオハリガネワラビも結局同一の   

変異体として考察する必要があるように思われる。   

83．L・nipponica（Franch．et Savat．）Copeland  ニッコウシダ  

標本産地‥陸前；氷上山（菊地，1卵8），金華山島（菊地，19ラ6，196Z）。陸中；外山（菊地，19う8），自見山  

（菊地，196う），薬師岳（菊地，19ヲ9）。  

一般分布地域：日本（北海道，本州中部以北），朝鮮，中国。  

記 事‥低地から棺高地にわたって湿原或は湿潤なる林内に生育する。北上山地では穂な植物で確認された産   

地は少ない。その中で金華山島産の標本及び白見山産標本の1部は包膜が無毛で，Var・あ0γβαJ豆ぶ（Hara）   

Tagawaケニッコウシダに相当するものである。   

84．L．1axa（Franch．etSavat．）Copeland ヤワラシダ  

標本産地：陸前；金華山島（菊地，196Z）。  

一般分布地域：日本（本州，四国，九州），台湾，朝鮮済州島，中国中部。  

記 事：従来関東以西に分布するように考えられているが，山形県植物誌（19う4年）に記録があり（金峯山），   

著者は19ヲ1年，羽前羽黒山神社境内で採集しているから同県鶴岡地方に産することは確実である0更に著   

者ほ1962年本地域の最南端金華山島に於て確実なる標本を得た。同島には数ケ所に小集団が見られる0この   

産地は太平洋岸に於ける分布の北限と考えられる0   

85．L．01i皇Ophlebia（Baker）Copeland  ヒメワラビ  

標本産地：陸前；金華山島（菊地，1962・村井三郎，19う1A）。  

一般分布地域：日本（本州，四国，九州），朝鮮，琉線，中国，台湾，ミクロネシア，濠州0  

記 事：暖帯から熱帯にまたがって分布している植物で本州に於てほ日本海側では新潟県以南，太平洋岸で   

は宮城県以南に分布している。金華山島は本塩の北限分布地である。同島に於ては珍らしいものではない0   

日本産の型を変種（Var．β7曙α宛ざTagawa）と見る見解もある。   

86．Gymnocarpiumjessoense（Koidzu．）Koidzumi イワウサギシダ  

標本産地：陸中；竜泉洞（菊地，19ヲ7），宇霊羅山（菊地，19粥），山根（菊地，19ラ車中村心一，19う2），岩   

波（木村武松，19うOA），安家（菊地，19％）0  

一般分布地域：日本（北海道，本州北中部，四国），朝鮮，満州，中国，東シベリア0  

記 事：この植物は東北地方に於ては北上山地と陸奥下北半島の桑畑山に分布する○現在までに知られた産   

地は総て石灰岩地の岩上植物として見出されている。本種が岩泉地方に分布する事実の記録は19う8年清水   

建芙氏によってなされたが＊，実際には卿こ19う0年採集の岩泉町岩の渡産の標本（木村武松氏採集）が岩手   

大学農学部の標本室にあり，村井氏報告＊＊の資料となっている。但し同報告ではウサギシダ（G・か竹呼－  

＊ 清水建美：植物分類地理17，p．112（19閃）。  

両 村井三郎：岩手県基準帯植物目録p・6（19うう）。   
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ね列ね：Newmanとして）となっている。それ故従来岩手県から報告されたウサギシダの記録ほ総て現在の知   

見の下ではイワウサギシダと見るのが妥当であるように思われる。   

87．Athyrium crenulatoserrulatumM：akino  イッボンワラビ，オオミヤマイ  

ヌワラビ   

標本産地：陸前；五葉山（菊地，19うう）。陸中；姫神山（菊地，19封），区界（菊地，1948），高洞山（菊地，  

19ヲ2），多々艮山（菊地，1962），早池峯山（菊地，1948），山根（菊地，19う9），遠別岳（菊地，19ラ9），折   

爪岳（菊地，19ヲ9），仙人峠（菊地，19舛），豊間根（菊地，1961），小本（菊地，1949），猿沢（菊地，1947），   

大沢（菊鞄，196う），遠島山（菊地，19ラ2）。  

一般分布地域：日本（北海道，本州北中部），朝鮮，満州。  

記 事：各地の深山時に低山地の林内に生育する。軟かい羊歯で乾燥すると大抵暗色に変色する性質があろ。   

子のう群には包膜がなく，その形は概ね円形である。属を細分して次種と共にCoγ粥呼≠βγ盲ぶ（シケチシダ属）   

と考える学二者もある。   

88．A．hakonense（Nakai）Ohwi ハコネシケチシダ  

標本産地：陸前；金華山島（菊地，（1962，196う）。  

一般分布地域：日本（本州一佐渡，陸前以西，四国，九州）。  

記 事：日本の固有種。本凌が東北地方に分布することについての確かな記録はいまだないようである。著   

者は最近金華山島の植物を調べているうちに同島の一部に本種が生育していることを見出した。（倉田悟氏同   

定）○前種と外観がよく似たものであるが子のう群の形が通常楕円形であることによって前撞から区別され   

ている。日下同島は太平洋岸に於ける木蓮の北限と考えられる。   

89．A．Henryi（Baker）Diels  オオヒメワラビ  

標本産地：陸前；女川（菊地，196う），横山（菊地，196う），柳津虚空蔵尊（菊地，196う）。陸中；高洞山（菊   

地，19う2），長坂（菊粗，1947），猿沢（菊地，19うの，況鼻渓（菊地，19封），門崎（菊地，19ラ8），松川（菊   

地，1948），山根（菊地，19ヲ朗，内川目（菊地，19舛）。  

一般分布地域：日本（本州，四国，九州），中国（中部に産するようである，田川氏19タ9）。  

記 事：本地域に於ては南部の石灰岩地方にしばしば群生するのであるが，北部まで点々と分布し，最北の   

産地は久慈市山根町の田鎖である。しかし石灰岩地に限定されるのではなく奥羽山地に於ては火山岩の崩壊   
土壌にも生育している。本地域から』・0点加ゎ0α弗伽椚Makino＝かγ0タメβγ盲5わざαβ弗ぶ盲∫Kodama．オオヒメワ   

ラビモドキの記録があるが恐らく本種の1型或ほA．coreanum Christコウライイヌワラビの何れかと認む   

べきものであろう。   

90．A．viridifrons M：akino  ミドリワラビ  

標本産地：陸前；金華山島（菊地，1961，196う）。  

一般分布地域：日本（本州，四国，九州），朝鮮済州島。  

記 事：本種ほ1961年6月著者によって初めて金華山島の南面ミズナラ林下に於て発見された。（同定は倉   

田悟氏による）。一般には関東以南に於て稀に産すると言われるが，1説によれば青森県まで点々と分布する   

とも言われる。いずれにせよ金華山島に見出されたことほ分布上非常に興味深いことである。外観は前種を   

大型にしたもののようにも見えるが，裂片の脈が大部分Z叉すること，菓身ほう回羽状に深裂すること，小   

羽片の裂片には棺深い鈍鋸歯があること，最下の羽片では最下の小羽片が通常なくなるので，はっきりした   

柄のできることなどのの形質によって前撞から区別される。本種を前種の変種と見る見解（』．ガβ形り盲var．   

祓戒りね那0‡1Wi）もあるが，嘉では独立種と見る説を採用した。   

91．A．pterorachis Christ  オオメシダ  

標本産地：陸中；大川（木村・桐山，19うOA），早池峯山（福田文六，1906A）。  

一般分布地域：日本（北海道，本州北中部），樺太，南千島，カムチャッカ，朝鮮9   
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記 事：奥羽山地に於ては深山の林下に点々と分布しているが北上山地に於ては極めて稀な植物で既知の産   

地は上記の2ケ所のみである。何れも著者は確認していないので本学農学部標本室に収蔵の標本を引用する   

ことにした。   

92．A．coreanum Christ  コウライイヌワラビ  

標本産地：陸前；金華山島（菊地，196Z，196う）。  

一般分布地域：日本（本州，九州），朝鮮，満州，中国，束シベリア0  

記 事：本種は日本に於ては従来栃木県の1部，九州北部の1部に凍に産する植物と考えられていたが著者は  

1962年10月金華山島より見出した（倉田悟氏同定）。同島に於ては西側及び東側の中腹斜面の林下に点々と   

分布していることは次年夏の調査で明かになった。同島産の標本は羽片の数は10～1う対内外，羽片の巾が   

うーう．タCm内外あり，裂片の側脈は2叉を原則とするが，しばしばう条に分岐するものを含んでいる0又オ   

オメシダに比べ，裂片聞の間隔は可成り離れている。  

93．A．pycnosorum Christ  ハクモウイノデ，ミヤマシケシダ  

標本産地：陸前；柳津（菊地，196う），金華山島（菊地196う），大船渡（菊地，19うう），五葉山  h
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沢
 
備
 
 

地，19ヲ9），保呂羽山（菊地，19ヲ9），仙人峠（小水内正明，19即），小本（菊地1949），区界  

荒川（菊地，1961），牛転峠（菊地，1961），野田（菊地，1961），内川日（菊地，19う4），猿沢（菊地，  

大川日（菊地，19う2），室根山（菊地，19封），六角牛山（菊憂払19ラ0），高洞山（菊地，196う），川内  
地，166う），大沢（菊地，196う），白見山（菊地，196う）。陸奥；浪打峠（菊地，19ヲ6），福岡（菊地   

名久井岳（菊地，196う）。  

一般分布地域：日本（北海道，本州，四国，九州），南千島，樺太，朝鮮，満州，中国，台湾，ヒマラヤ○  

記 事：低地から和高所まで各地の林内に生育する。実の大きさと，葉柄，中軸或は菓面の表裏にある，乾   

いて帯褐色を呈する縮毛の多少とにほ可成りの変異があり，極端な型を比較すると別種の観を呈する程であ   

る。しかし沢山の標本を放すると総て中間型によって連結される。殆ど無毛に近い型はUαγ・坤βぶ如Kurata  

（倉田悟氏，1960ミヤマシケシダ）と呼ばれるが，しばしば母型と混生しているはかりではなく，中間型が   

あるので明確な変種とは認め難い。   

94．A．conillii（Franch．et Savat．）Tagawa  ホソパシケシダ  

標本産地：陸前；金華山島（菊地，1961），広田（戸羽親堆，19門）。陸中；盛岡（菊地，1947），甲子（小水   

内長太郎，1961），姫神山（菊粗196Z），猿沢（菊地，1946），釜石（小水内長太郎，19う9），大沢（菊地，  

196う），高洞山（菊地，196う）。陸奥；福岡（菊地，196う），名久井岳（菊地，196う）0  

一般分布地域：日本（北海道，本州，四国，九州），朝鮮。  

記 事：平地から山地にかけて，いたるところのやや湿れる林下に普通に生育している0時折次種との区別   

困難な模本に遭遇することがある0   

95．A．japonicum（Thunb．）Copeland  シケシダ  

標本産地：陸前；広田（菊地，1961），高田（菊池武雄，1914），柳津（菊地，196う），金華山島（菊地，1962）。   

陸中；宝根山（菊地，19封），盛岡（菊地，1948）谷内（吉田長次郎，1919），猿沢（菊地，1947），長坂（佐   

々木洋一，19うう）。  

一般分布地域：日本（木肌 四国，九州），朝鮮，中国，琉球，台湾，印度，熱帯アジア0  

記 事：主に平地の日陰や林内に生育している。各地普産であるが時折前種と区別困難な型があって同定上困   

惑することがある。   

96．A．melanolepis（Franch．et Savat．）Christ  ミヤマメシダ  

標本産地：陸中；早池峯山（菊地，19和），区界（菊地，1947），葛巻町土谷川（菊地，19ラ7），平庭岳（菊   

坤，19う9），遠別岳（菊地，19ラ9）。   
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一般分布地域：日本（本州，北中部）。  

記 事：日本の固有種と思われるがよくわからない佃ノ‡l氏，19ラ9）。奥羽山地の亜高山帯では最も顕著な羊   

歯であるが，北上山地に於ては極めて穂な植物で，主にブナ及び針葉樹林帯の林下に生ずる。  

97．A．brevifrons Nakai ェゾメシダ  

標本産地：陸中；盛岡（菊地，196う），笹渡（吉田利夫，196う）。  

一般分布地域：日本（北海道，本州北部），朝鮮，満州東部及び南部。  

記 事：前種に甚だ近似した植物で，区別が時に困難である。たしかな区別点としては単に葉柄上の鱗片が本   

種でほ暗褐色であるのに，ミヤマメシダに於ては黒色で光沢があることがあげられている。そのほかに菓身   

がより軟かいこと，菓身はより巾広いことなどで多少区別されるようである。本撞が北上山地に産すること   

は長らく不明であったが本年（196う）にいたって，足元の盛岡市（北上川沿いの河岸杉林の林床上）及び九   

戸郡軽米町字笹渡（吉田利夫氏採集）から見出された。何れも集団は小さく，盛岡の産地では数珠，笹渡の   

ものは単に1株のみである。地域外ではあるが，厨川柵址附近の杉林林下からも同年に採集されている。   

98．A・rupeStre Kodama  ミヤマヘビノネコザ  

模本産地：陸前；五葉山（菊地，1962）。陸中；早池峯山（菊地，19う6・小水内長太郎，19聞），堺神岳（菊   

地，19舛），区界兜岳（菊地1947，1961）。  

一般分布地域‥ 日本（北海道，本州北中部），南千島。  

記 事：奥羽各地の高山の頂上に近い岩場の岩上に生育している。北上山地に於ては上記の高山，亜高山の頂   

上附近の岩石地に見出される。次撞に極めて似ているため，従来は区別しない場合が多く，したがって文献   

上の記録は少ない。菓身がより細形であること，特に下部の羽片が次第に短かくなること，重体殊に中軸上   

の鴇色鱗片がめだって多いこと，包膜の縁辺部には，まばらに線状の突起があることなどの点で次種から区   

別される。  

99．A・yOkoscense（Franch．etSavat．）Christ ヘビノネコザ  

標本産地：陸前；金華山島（菊地，1962），女川（菊地，196う），広田（戸羽親堆，19舛），横山（菊地，196う），   

五葉山（菊地，1961）。陸中；姫神山（菊地，1962），区界（菅谷保之，19う8），遠別岳（菊地，19ヲ9），岩泉  

（菊楓19日），室根山（菊地，19日），谷内（吉田長次郎，1919），盛岡（菊地，1946），高洞山（菊地，  

196う），早池峯山（菊地，19タ9），蓬莱山（菊地，19，6），大沢（菊地，196う），自見山（菊地，196う）。  

一般分布地域：日本（北海道，本州，四国，九州），南千島，樺太，朝鮮，中国，満州，東シベリア。  

記 事：低地から柁高地にわたって甚だ普通に生育している。当地域（門馬）からVar．ダα伽γ哀β壱Tagawa＝  

』・鶴首崩0β粥ぶβMakinoイワイヌワラビの記録＊があるが，これは恐らく乾地に生えて，痩せた形の本種の1   

型であろうと判断されるので，考慮のそとにおくことにする。   

100．A．nipomicum（Mett．）Hance  イヌワラビ   

標本産地：陸前；雄勝（菊地，1961），横山（菊地，196う），高田市小友（菊地，1961），柳津（菊地，196う），   

金華山島（菊地，1962）。陸中；土淵（菊地，196う），笹渡（菊地，196う），高洞山（菊地，196う），川内（菊   

地，196う），盛岡（染谷徳五郎，1902），重茂（菊地，1960），岩泉（菊地，19開），多々長山（菊地，196Z），   

不動岩（菊地，1962）。陸奥；福岡（菊地，19ヲ9），碍岡町堀野（菊地，196う），名久井岳（菊地，196う）。  

一般分布地域：日本（北海道西南部，本州，四国，九州），朝鮮，満州，中国，台湾。  

記 事：本地域の南部では低地，低山地にやや普通に生育しているが北に進むにしたがい産地が少ない。福岡   

町堀野産の標本の1部は中軸羽軸小羽軸が紅紫色を呈しform．meiallicum Hondaニシキシダに該当する   

ものである。金華山島から羽軸及び小羽軸に沿うて菓身に白斑を生ずる1品種が見出された。これを王orm．   

α伽〃αγ吻αf伽研M．Kikuchiフィリイヌワラビと新称する＊＊。  

＊ 村井三郎：岩手県基準滞積物目録p．う＝9うう）。  
＊＊ Athyriummiponicum（Mett．）Hanceform．albovarie皇atum M．Kikuchi，form．nov．－Laminae   

SuPra SeCuS COStaSet COStulasalbovariegatae・Hab・in Prov．Riknzen，Isl．Kinkazan（1eg．  

M・Kik11Chi，annO1963，tyPuSinIUH．）   
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101．A．Vidalii（Franch．et Savat．）Nakai ヤマイヌワラビ  

標本産地：陸前；金華山島（菊地，1961），柳津（菊地，196う），五菜山（菊地・高橋，196Z）。陸中；関（菊   

地，19ヲ8），高洞山（菊地，1960），砥森山（菊地，1960），石浜（菊地，1960），遠別岳（菊地，19ヲ9），姫   

神山（菊地，1961），物見山（菊地，19ラ0），盛岡（菊粗1962），平庭岳（菊地，19う9），早池峯山（菊地，  

1959），猿沢（菊粗，1946），国見山（菊地，19う9），高洞山（菊地，196う），岩谷堂（高橋政利，196う）。陸   

奥；福岡（菊地，196う），名久井岳（菊地，196う）。  

一般分布地域：日本（北海道，本州，四国，九州），朝鮮，中国，台湾。  

記 事：低地から山地にわたって林下に柏普通に産す。深山に産するものは全体がより大きく発育し，羽片の   

巾も広く，且つ最下羽片につく裂片が深饗する型が多い。しかし基準品との聞に移行型があってはっきり区   

別することが困難である。他面或標本はたしかにVar．yamadaeMiyabeetTatewakiェゾイヌワラビに相   

当し，又稀にfom．タ加ゎなβγ伽研ⅨⅥrataケヤマイヌワラビに相当する型があるが何れも中間型があって区   

別がむずかしい。それ故著者は，木蓮は非常に多型な1群であり，夫々の型は分化不充分であるとの認識の   

下で，全部の型（少くとも本地域産の）を』．Ⅴ宜dαg五宜Nakaiの名で呼び，異品を区別しないことにした0   

この点は将来の研究に委ねることにしたいと思う。   

102．A．Wardii（Hook．）Makino  ヒロハイヌワラビ  

標本産地：陸前；五葉山（菊地，1961）。陸中；早鞄峯山（菊地，1947，19犯1960）0  

一般分布地域：日本（北海道，本州，四国，九州），朝鮮，中国。  

記 事：一般にブナ帯或はそれより上部の深山の林下に生育している。ざらにあるものではないが，奥羽山系   

の諸山地では大抵の山で見出されるものであるが，北上山地に於ては極めて穣な極物で既知の産地は早弛峯   

山と五葉山のみである。大井氏の見解＊の下のVar．俳画那】批正inoオオヒロハイヌワラビ＝d・C如才cogα   

Tagawaカラグサイヌワラビを含むかどうかは問題の存するところである。ここに引用された標本ほ葉柄の   

長さは10～ZOcm（稀に2うCm），中軸，羽軸とも多少紅色をおび，羽片には明確な柄があり，小羽片にも棺   

明かな柄があり，羽軸の背面にほ徴毛のあるものあり，なきものもある。又胞子のうは大多数のものでほ線   

形で背中合せのものを若干含むと同時に，かぎ型に曲った所謂メシダ型のものを多少混ずる型も含まれる0  

』．紗αγd宜盲Makinoヒロハイヌワラビが蘭東以西の本州，四国，九州の山地に広く分布すると考える田川氏   

の説＊＊に従うと首肯出来ないのであるが，ここでは大井氏説にしたがい，本種は北海道，本州，四国，九州   

にまたがって深山林内に生育するものと考えた。この場合ほ当然羽軸の背面に於ける徴毛の有無ほ踵を分か   

つ特長としては，とりあげない立場をとるわけである。   

103．A．multifidum Rosenstock  サトメシダ，オオサtメシダ  

標本産地：陸前；五葉山（菊地，1961），女川（菊地，196う），金華山島（菊地，196う）。陸中；高洞山（菊   

地，19日），国見山（菊地，196う），白見山（菊地，196う），区界（菊地，1941），早池峯山（菊地19ヲ0），文   

一の掩（菊地，19う9），室根山（菊地，19用，物見山（菊地，19和，猿沢（菊地，1946），姫神山（菊地  

1962），平庭岳（菊楓19う9），笹渡（菊地，196う），岩谷堂（高橋政利，196う）0  

一般分布地域：日本（北海道，本州，四国，九州），朝鮮済州島，中国東部○  

記 事‥低地から棺高所に亘って，多くは湿地に生育する。サりシダとオオサりシダを区別して夫々を変   

種又は独立種と見る見解もあるが著者ほ大井氏説にしたがって両塑を区別しない見解をとった0 この点につ   

いては尚後考を期したい。尚区界産及び白見山産標本の1部並に平庭岳産標本は菓表に徴毛のある型でVar・   

5α長堀γα宜宜Ros．ケサトメシダ（著者新称）に相当するものである0   

104．A．mesosorum Makino  ヌリワラビ  

標本産地：陸前；柳津（菊地196う）0陸中；門崎（菊地，19う鋸高洞山（菊地，1960），軽米（菊地，19軌   
藤沢（菊地，19札内川目（菊地，19用，乙茂（菊地19ラ7），浅岸（菊地，1947），山根（菊地，19う仇  

＊ 大井次三郎：日本植物誌，羊歯篇p・1Zう（19ヲ7）0  

＊＊ 田川基二：原色日本学歯植物図鑑p．1Z9（19ラ9）○   
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砥森山（菊地，1960），況鼻渓（菊地，19別）。陸奥：福岡（菊地，196う）。  

一般分布地域：日本（本州，四国，九州），朝鮮（南部），台湾（？）。  

記 事：低地の林内所々に見るが産地は少ない。石灰岩崩壊地林内にしばしば生育地が見出される。温帯の   

南部で北限に達しているもので，日本海側では羽前の山寺地方以南，太平洋側では北上山系北部の軽米，山   

根，福岡以南に分布していると考える。葉柄及び菓軸が帯漆褐色を呈し，強い光沢があるので同属の他種か   

ら容易に区別することができる。   

105．A・Crenatum（Summer．）Rupr．var．皇IabrumTagawa  ミヤマシダ  

標本産地：陸前；五葉山（菊地，19ラう，1962）。陸中；姫神山（菊地，19タし1962），早池峯山（菊地，1947，  

1960），薬師岳（菊地，19う9），区界兜明神岳（菊地，1947，1961），六角牛山（小水内長太郎，19ヲ8），遠島   

山（菊地，19ヲZ，19舛），平庭岳（菊地，19封），遠別岳（菊地，19ラ9），堺の神岳（菊地，19う4h白見山（菊   

地，196う）。  

一般分布地域：日本（北海道，本州北中部），朝鮮（南部）。  

記 事：ブナ帯及び亜高山帯の林下に生育している。本地域内の確認産地ほ上述の通りであるが，凡そ1000m   

以上の諸山では大抵自生しているであろう。奥羽山地に於てはより稀な植物である。母種Var．Cγβ弗α≠髄鞘は   

菓下面に軟毛あり，樺太，朝鮮，満州中国，シベリア，欧州に分布する。   

106．A・Squami皇erum（Mett．）Ohwi キヨタキシダ，キヨタケシダ  

標本産地：陸前；五葉山（菊地，1961，1962）。陸中；高洞山（菊地，1960），文一の滝（菊地，19ヲ9），門崎  

（菊地，19卵），多々艮山（菊地，1962），盛岡（菊地1961）。  

一般分布地域：日本（本州，四国，九州），中国，台湾，ヒマラヤ。  

記 事：前種と頗る近似した植物で，しばしば区別の困難な標本に遭遇することがある。前種より低い山地の   

林内に生育している。和様産。一般に前種に比べ，葉柄，中軸ともにより太く，小羽片，羽片も巾が広く，   

裂片の頂端は円味を帯びる。又光沢のある黒褐色の鱗片は一般により細形であり，より密に生じ，羽軸にま   

で及ぶことが多いことなどで先ず区別される。   

107■ Athyriumsp． オオメシダモドキ（新称）   

本地域産Athyrium属を記述し終えたので本属の未解決種1種を追記としてその大要を  

記し後考を期することにしたい。  

標本産地‥陸前‥柳津虚空蔵尊境内（菊地196う），高田市矢作（菊姐1949）。陸中；猿沢（菊地，19タ6，  

1960），岩泉町安家字大平（菊地19タ7），岩泉町竜泉洞（菊地，196う），和賀展勝地畳山（菊地，19う6）。  

一般分布地域：日本（北上山系）  

記 事：北上山系固有種である可能性がある。重体の外観及び大きさ，葉柄や中軸の鱗片の形と色などはオオ   

メシダによく似たものであるが，羽片の出る角度ほ稽小さく，中軸に対し斜め上方に聞出する点及び胞子の   

う群の形が該種と異る0中軸や羽軸，小羽軸時に細脈の上ですら実の裏面（上面にも時として僅かにある）   

には常に枚毛がある0胞子のう群の形はチャセンシダ型，シケシダ型，メシダ型，オシダ型などいろいろで   

あるが，メシダ塑とオシダ型の中間的な形のものが多い0その包膜の緑には顕著な不整の牙歯がある。老成   

菓に於ても包膜は灰褐色薄膜質で萎縮又ほ破壊されることはなく，ほぼ原型を保持している点は他の近似踵   

と大いに異っている0 しかし胞子のう中には大きさ不揃の帯黒色の胞子様小塊が若干包蔵されているにすぎ   

ず，完全な成熟胞子は認め難い。無論胞子のうの大部分は裂閲しないままである。羽軸は有翼。以上の諸特  

徴から判断すると』・タねγ0γαCゐ盲ざオオメシダと』．晶関頭オオヒメワラビとの自然雑撞ではないかと疑わ   

れるものであるが，自生地に於ける観察の上では両種が共存するようなことは見受けられない。それ故現在   
は未解決の植物として記録にとどめおき，後日を期したいと思う。   

108・Dipla2；iumnlpPOmicumTagawa オニヒカゲワラビ  

標本産地：陸前；金華山島（勅払1961，196う）。   
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一般分布地域：日本（本州，四国，九州）。  

記 事：日本の固有種。従来関東以西に分布する植物と考えられていたが，著者は1961年6月金華山島の南   

西面中腹のミズナラ林下に於て本種の可成り発育のよい1集団を発見した。更に196う年6月再調査の結果，   

別の可成り大きな集団が見出された。本種を』≠砂γ壱祝研属と見る説もあるが，田川氏の見解（19ラ9）にした   

がって従来通り刀壱タgαg右裾研属を採用することにした。金華山島は本直の太平洋岸に於ける北限であろう0   

尚金華山島から刀．cゐ壱弗β循ぶβC．Cbr．ヒカグワラビの記録＊（且Ⅳ喝α弗伽研α裾裾椚Makinoとして）がある   

が，今それを本学農学部標本皇保存の標本について検すると，（牧野先生同定との手記あり）結局著者の言   

うか．裾ゆク0常夏c伽椚Tagawaオニヒカグワラビの1型と見徹し得るものであるo  

BLECHNACAEAE  シシガシラ科  

109．Blechnum amabile Makino  オサシダ  

標本産地：陸前；金華山島（村井三郎，19う1A）。陸中；姫神山（菊地，1947），姉書（菊地，1962），荒川  

（菊地，1961），薬師岳（菊粗19う9），早池峯山（鄭軌1960），大川目（菊地，19ラZ），田野畑（菊地，  

1949），鮭ケ崎（菊地，1961），大浦（菊地，1961），茂市（山田玄太郎，1907A），大沢（菊地，196う）0  

一般分布陸域：日本（本州，四国，九州）。  

記 事：日本の国有種。低地から柏高所まで，やや乾燥した岩上に生育する。次種に似ているが，より小形，   

葉柄の基部にある鱗片が卵状扱針形，羽片の中肋が不明であることで区別される。分布は散在的で本地城で   

は比戟的確な植物である。   

110．B．nipponicum（Kunze）Makino  シシガシラ  

標本産地：陸前；広田（戸羽親堆，19舛），金華山島（菊地，196う）。陸中；況鼻渓（佐々木洋一，19朗），区   

界（菅谷保之，19ラ8），童棍山（菊地，19封），国見山（菊楓19う9）。陸奥；福岡（菊地，196う）○  

一般分布地域：日本（北海道，本州，四国，九州）。  

記 事：日本の固有種。本地域に於てほ低地から締高所の林内に極めて普通の羊歯である。前種に似た植物で   

あるが，より大形，葉柄及び菓軸の鱗片が長い線形，羽片の中肋は明かであることなどで容易に区別され   

る。極めて普通品であるにかかわらず採集された標本は少ない。これは採集を省略する程普通に産するが放   

である。   

111．B．castaneum Makino  ミヤマシシガシラ  

標本産地：陸中；早池峯山（菊地，19う9）。  

一般分布地域：日本（本州中北部，兵庫県の扇山にも慶す－田川基二氏19う9）0  

記 事：日本の固有種。本種は一般に席産種に属し，主に本州の中部以北の裏日本側に偏した分布を示してい   

る。奥羽諸山地（乗駒島焼石岳，牛形山，駒ヶ岳八幡平，八甲田山など）に於てほ大抵生育地点が見出   

されているが，北上山地に於ては19う9年早池峯山（小田越附近一小国側登山路の分岐点附近）に於て著者が   

初めて発見採集した以外，全く産地が知られていない。恐らくこの場所は本地城に於ける唯一の自生地であ   

ろうと考えられる。このことほ日本海側分布要素の成立要因を考察する場合の重棄な資料となるであろう0   

前の2踵とほ葉柄基部の鱗片が線状披針形であること，葉柄及び中軸の裏面が褐色で小癒点を密布すること，   

裸菓羽片の基部が広がること，実菓が裸菜に比べ，可成り長いことなどで区別される0又羽片の中肋が明か   

な点だけでもオサシダから容易に区別される。以上の3種は細分された属Struthiopterisとして取扱われ   

ることがある。  

＊ 村井三郎：宮城麻植物目録p．う（19うぅ）。   
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ASPLENIACEAE  チャセンシダ科   

112．AspleniumincisumThunberg トラノオシダ  

標本産地：陸前；金華山島（菊地，1961），女川（菊地，196う），広田（戸羽親堆，19舛），柳津（菊地，196う），   

志津川町棒島（菊地，19ラ6）。陸中；国見山（菊地・寺瓦19う9），盛岡（菊地，19月），浅岸（沢田兼吉，  

1906A）。陸奥；名久井岳（菊地，196う）。  

一般分布地域：日本（北海道，本州，四国，九州），樺太，南千島，カムチャッカ，琉球，台湾，朝鮮，中国，満州。  

記 事：低地の路傍山野に極めて普通に産す。   

113．A・VariansWallich  イワトラノオ  

標本産地：陸前；金華山島（菊地，1961），矢作（菊地，19うヲ，1949），横山（菊地，196う），上有住（菊地，  

19舛）荷沢峠（菊地，19ヲ7）。陸中；疲沢（菊地，1948），不動岩（菊地，196Z），山根（菊地，19ラ6），門崎  

（菊姐19タ9），竜泉洞（菊地，19ヲ7），藤沢（菊地，19門），字霊羅山（菊地19う8），高洞山（菊地，196う）。   

陸奥；福岡（高橋政利，196う）。  

一般分布地域：日本（北海道の1部，本州，四国，九州），朝鮮，満州，中国，台湾，ヒマラヤ。  

記 事：一般に本地域に於ては陰湿なる石灰岩上に見出されるが稀に花崗岩上（金華山島）にも生育しr更に   

火山岩又ほ同質の集塊岩上にも生育することが知られる。前種の小さい型に誤られることがあるが，葉柄，   

中軸とも全体として緑色であるので，光沢があって潰褐色を呈する葉柄をもつ前種から容易に区別される。   

114．A・Ruta－murariaLinnaeus  イチョウシダ  

標本産地：陸前；上有住（菊埠，19ヲう），矢作（菊地，19日）。陸中；大川日（菊地，19粥），宇霊羅山（菊   

地，19ヲ刀，竜泉洞（菊地，1961），欠山（菊地，19即），鼠入（菊地，19タ6），安家（菊鞄，19ヲ6），不動岩  

（菊地，196Z），仙人峠（菊地，19ラ7），況鼻渓（菊地，19封）。  

一般分布地域：日本（北海道，本州，四国，九州），台湾，中国，ヒマラヤ，満州，シベリア，欧州，北米。  

記 事：石灰岩の露出乾燥した岩上に稀に産す。乾けは巻縮して枯死したような状態になるが，水湿を得れは   

いつでも元の状態に戻る。   

115．Phyllitis ScolopendriumNewman  コダニワタリ   

標本産地：陸前；荷沢峠（菊地，19う7），寄磯（菊地，196う）。陸中；早池峯山（菊地，1960），川内（菊地，  

196う），区界（菊地，1948），長坂（菊地，1947），岩泉町小川（菊地，19日），内川目（菊地，19タ4），仙人峠  

（菊地，19う7），姫神山（菊地，1960）。陸奥；汲打峠（菊地，19ラ6）。  

一般分布地域：日本（北海道，本州，四国，九州），南千島，樺太，コーカサス，小アジア，欧州，北米。  

記 事：林内の陰湿な場所に生育している。稀でほあるが，金城に散在的に分布している。よく庭園樹木の下   

草として栽培しているのを見かける。不思議にこの植物は東アジア大陸，シベリア，アラスカには分布して   

いないようである。この植物を』喀血め抑（チャセンシダ属）と考える学者もある。   

116．Camptosorus sibiricus Ruprecht クモノスシダ  

標本産地：陸前；上有住（菊地，19ヲ封，白浜（菊地，19う6）。陸中；安家（菊地，19ヲ6），猿沢（菊地，1946），   

欠山（菊地，19日），字霊羅山（菊地，19うぅ）（竜泉洞（菊地，19ラ7），不動岩（菊地，196Z），山形（菊地，  

19ヲ8），仙人峠（菊地，1949），水倉（染谷徳五郎，1906），内川目（菊地19月），況鼻渓（菊地，19ヲ1・佐   

々木洋一，19舛），藤沢（菊地，19タ2）。陸奥；福岡（菊地，19う7・高橋政利，196う）。  

一般分布地域：日本（北海道，本州四国，九州），朝敵，中国北部，満帆東シベリア。  

記 事：菓の先端部は耕状に伸び，その先に根と芽を生じ栄養的な繁殖を行うことで著名な羊歯である。多く   

は石灰岩上に生ずるが，琉に他の岩上（陸奥福岡産の模本は新第三系の凝灰質砂岩上から採集されたもの）   

にも生育することがある。比較的大きな石灰岩の露出があれば，本地域に於ては先ず殆どどこでも見出され   

るものである。   
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POLYPODIACEAE  ウラボシ科  

117．Polypodium FaurieiChrist  オシヤグジデンダ  

標本産地：陸中；早池峯山麓（菊地1960），荒川（菊地，1961），濁岸（菊地，1960），盛岡（野崎武之，  

1929），猿沢（菊払1948），川井村新田（菊払19ラ9），姫神山（菊粗1960），釜石市小川（藤巻惇，19うの，   

大東町渋民（菊地，1949），室根山（山田玄太郎，1908A），内川日（山田玄太郎，1907A），区界峠（沢田兼   

吉，1906A），早こ坂峠（沢田兼吉，1906A）。  

一般分布地域：日本（北海道，本州，四国，九州），南千島，朝鮮（済州島）。  

記 事：本地域に於ては散在的ではあるが，全域に亘って，岩上又は老木の樹幹上に着生生育している0乾い   

て渦巻状に巻く。英美にはまはらに長い軟毛があるので近縁な他の種から識別される。本地城はP・γ宜γ   

が椚加肋㈲エゾデンダ及びP．u吻αγβオオエゾデンダの分布区域であるが，それらはいまだ本地域かから見   

出されていない。著者は1961年陸奥下北郡桑畑山に於てP．u伽gαγβオオユゾデンダを採集しているのであ   

るから，今後本地域からも見出される可能性はあるように思われる0   

118．Lepisorus Thunber象ianus Ching  ノキシノブ  

標本産地：陸前；柳津（菊地，196う），高田（菊隠19う0），金華山島（菊地，1961），網地島（菊地，（1960），   

横山（菊地，1962），広田（千田貞嵐1948・戸羽親雄，19日）。陸中；中野（菊地，19う0），門崎（菊地，  

19う8），大沢（菊地，196う），国見山（菊地，19う9），荒川（菊地，1961）0  

一般分布地域：日本（北海道，本州 四国，九州），朝鮮（南部），中国，琉球，台湾○  

記 事‥岩上，樹幹萱葺屋根の軒などに着生して生酒する。本地域に於ては陸前高田地方までは海岸地帯に於   

て極めて良好なる発育を示すが，それより北又は内陸部に於ては確に産し且つ発育が悪い0乾くと菓縁が全   

体として裏側にまき且つ巻縮する性質がある。   

119．L．Onoei（Franch．et Savat．）Ching  ヒメノキシノブ  

標本産地：陸前；金華山島（菊地（1956，196Z），飯森峠（菊払19日），五葉山（菊地，1962）0陸中；釜石   

市小川（藤巻惇，19ラ0），山根（菊地，19ラ9）。  

一般分布地域：日本（北海道西南部，本州，四国，九州），朝鮮○  

記 事：暖帯の羊歯で，本地域に於てほ，海岸に沿って点々と分布している。低地の岩上又は樹幹上に着生す   

る。北海道西南部の産地は多分日本海側に分布経路を辿るものであろう0   

120．L．ussuriensis（Reg．）Chingvar．distans（Makino）Tagawa  

ミヤマノキンノブ  

標本産地‥陸前；五葉山（菊地，1962）。陸中；姫神山（染谷徳五郎，190う・高橋政利，196Z），荒川（菊隠  

1961），堺の神岳（菊地19舛），愛宕（高橋政利，196Z），早池峯山（山田玄太弧1907A），大出（沢田兼   

吉，190ラA），門馬（山田・沢臥1904A），自見山（菊地，196う）。  

一般分布地域：日本（北海道，本州，四国，九州），南千島。  

記 事：日本列島の固有変種。深山の岩上又は樹幹上に着生している。比較的凍な植物である。母種ム   

伽gぷ髄γ五β弟g盲ぶウスリーノキシノブは根茎の鱗片は長鋭尖頭で小牙歯があり，朝鮮，満州，中国，東シベリア   

に分布する。   

121．L．annuifrons（Makino）Ching  ホティシダ  

標本産地：陸前；五葉山（菊地，19うう・高橋政利，196Z）。陸中；長岡（菊払19タ7），荒川（菊地，1961），   

門崎（菊地，1958），門馬（染谷徳五郎，190う），白見山（菊地，196う）○  

一般分布地域：日本（北海道，本州，四国，九州）。  

記 事‥日本の固有種。葉柄基部及び根茎には密生せる卵形急鋭尖頭の褐色鱗片がある0深山の樹幹又は岩上   

に着生する。菓は広くうすくて落葉性で毎年新薬をつける。柏稀に見出される0   
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122．Lemmaphyllum microphyllum Presl マメヅタ  

標本産地：陸前；金華山島（菊地，1962・村井三郎19う1A）。  

一般分布地域：日本（本州，四国，九州），朝鮮南部，中国，琉球，台湾。  

記 事：樹幹又は岩上に着生する。暖帯性の羊歯で一般には関東以西に分布すると考えられることもあるがが，   

既に19う1年，村井三郎氏金華山島に於て採集記録し，著者又同島から確認した。目下のところ同島は本種の   

太平洋岸に於ける北限である。   

123．Pyrrosialinearifolia（Hook．）Ching  ビロードシダ  

標本産地‥陸前；金華山島（菊地，1961・村井三郎，19う1A），荷沢峠（菊地，19ヲ7），央作（菊地，1948），   

白浜（菊地，19う6），長面（菊地，1962）。陸中；況鼻渓（佐々木洋一，19封），竜泉洞（菊地，19う7），水倉（染   

谷徳五郎，1906），葛巻（蘇触19ヲう），藤沢（菊粗19日），山根（菊地，19ヲ9），門崎（菊地，19ヲ8），猿   

沢（菊地，1947）。陸奥；碍岡（菊地，19ラ7）。  

一般分布地域：日本（北海道，本州，四国，九州），朝鮮，満州，中国，台湾。  

記 事：岩上穂に横掛こ着生して生育している。本地域に於ては主に石灰岩上から採集され，他の岩石上又   

は樹幹上から見出されることは極めて稀である。   

1Z4．P．tricuspis（Sw．）Tagawa  イワオモダカ  

標本産地：陸中；川井村小国（菊地，19う7），藤沢（菊地，1947－栽培品）。  

一般分布地域：日本（北海道，本州，四国，九州），朝鮮，満州。  

記 事：一般に広く吊し玉作りとして観賞用に供されているが野外に於ける日生品を得ることは甚だ困難であ   

る。著者は19ラ9年陸中国下閉伊郡川井村字小国，薬師川上流に於て，倒れたブナの首幹上に於て初めて其の   

自生品を見出して採集したほかは他に採集の経験をもっていない。深山の岩上にも生育している可能性があ   

るが本地域からは殆ど採集されていない。恐らく乱獲の結果採集可能な場所ほ失われたためと判断される0   

125．Crypsinus hastatus（Thunb．）Copeland  ミツデウラボシ  

標本産地：陸前；金華山島（菊地，1961），大船渡市サンゴ島（菊地，19日）。陸中；摺沢（菊地，1947），釜   

石市上小川（藤巻悸，1948），大出（沢田兼吉，190ヲA）。  

一般分布地域：日本（北海道，本州，四国，九州），朝鮮，満州，琉球，台湾，中国。  

記 事：本地方に於ては稀な植物で，現在釜石地方以北の産地が明かでないが，陸奥奥入瀬川の流域にもあ   

り，北海道の西南部にも分布しているのであるから，本地域に於ける中部以北の資料を更に調査して集める   

必要がある。菓がより小さく，菓身の殆ど分岐しない形をform．加例αβαTagawa，19ヲ9（＝PJβ呼βγ′ゐ   

ゐαざヂαねf．タ〕官研αβαMurai，19うぅ；ア0妙od盲弱研ゐα∫才αヂα 董．加例αβαH．Ito，19う9）チャボミツデウラボ   

シと呼ばれることがあるが，現在では一般には発育不充分な型と考えて区別しない場合が多い。本地方産の   

棟木ほ大部分このような型である。又多くほ花崗岩，石灰岩，凝灰岩などの半ば風化しかけた軟かい岩上に   

見出されることが多い。  

MARSILEACEAE  デンジソウ科   

126．Marsilea quadrifolia Linnaeus  デンジソウ  

標本産地：陸前；高田市小友（菊地，19うヲ，19タラ）。陸中；摺沢（菊地，19う4）。  

一般分布地域：日本（北海道，本州，四国，九州），欧州，インド北部，アジア東部，北米（帰化）。  

記 事：水田及び池沼畔に生育している植物であるが本地域に於ては比較的稀な植物で南部の各地に点々と   

分布するが，中部以北に分布するや否やは不明である。自生地が乾くようになると子のう果をよくつけるが，   

水中に生汚している間ほ殆ど子のう果を形成しないようである。   
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SALVINIACEAE  サンシヨウモ科  

う9  

1Z7．Salvinia natans（Linn．）Allioni サンシヨウモ  

標本産地：陸前；気仙（菊地，193う）。陸中；摺沢（青柳清志，1954），盛岡（日沢兼松，19タ1）。  

一般分布地域：日本（本州，四国，九州），欧州，印度，アジア東部に広く分布する。  

記 事：水田及び池沼の浮水植軌本地域に極めて普通に見られる植物であるが，標本として採集されない場   

合が多い。胞子のうは秋に成熟する。  

SPERMATOPHYTA  種子植物門  

GYMNOSPERM：AE  裸子植物亜門  

TAXACEAE  イチイ科   

128．Torreya nucifera（Linn．）Sieboldet Zuccarini カヤ  

標本産地：陸前；金華山島（菊地，1961）（女川（菊地，196う），白浜（蘇私1956），横山（菊地，1962），   

雄勝（菊地，1961）。陸中；薄衣（菊娘，1949），藤沢（菊地，19乃），国見山（菊楓 ユ961）。  

一般分布地域‥ 日本（本州，四国，九州），朝鮮（済州島）。  

記 事：一般には本地域の本書郡御岳国有林が太平洋岸に於ける本種の北限地と考えられているようであるが  

（岩田・革下19タ4年；林弥栄，1960年），実際にほ更に北方の藤沢町藤沢，川崎村薄衣（以上は陸中国）にも   

たしかに天然生と信ずべき自生品を見る。北上市国見山にも自生状態のものを見ているが，巽の天性である   

か，栽植樹に由来する野生化であるかは明らかではない。材及び種実の高い経済性のため各地に栽植品を見   

る。啓昔は恐らく本地域の南半金域にわたって可成り普遍的に自然的な分布を見たであろうが伐掛こよって   

その大部分が亡失したものであろうと推定される。   

129．Taxus cuspidata Siebold et Zuccarini イチイ，オンコ，アララギ  

標本産地：陸前；五葉山（菊地，19うう，1961）。陸中；姫神山（菊地，1947，1962），遠島山（菊地，19うZ・日   

沢兼松，19う1・小水内正明，19ヲ鋸，六角牛山（小水内長太郎，19ヲ8），白見山（菊地，196う）。  

一般分布地域：日本（北海道，本州，四国，九州），樺太，南千島，朝鮮，満州，アム←ル，オホーツク地方。  

記 事：本地域の分布は極めて穂。上記の産地に於てもブナ林或はダケカン㌧べ林中に孤木として見出されるの   

みである。各地に庭園横として栽植を見る。この植物も亦前種同様往昔はより濃密に分布していたであろう   

が，人間の伐採及び採取によってその大部分が失われたものと推定される。中国及び台湾には1変踵Var・   

L：hi弟βnSis Rehder etWilson（紅豆杉）が分布すると知られる。  

CEPHALOTAXACEAE  イヌガヤ科  

130．王＿Cephalotaxus drupacea SieboldetZuccarini イヌガヤ  

標本産地：陸前；今泉（菊地，19うぅ），白浜（菊地，19ヲの，赤崎（菊地，19日），横山（菊地，196Z），女川  

（菊地，19ヲ6），高田（菊地，1961），石巻（菊地，1961），雄勝（菊地，1961），寄磯（菊飽，196Z）。陸中；   

薄衣（菊地，1949）。  

一般分布地域：日本（本州，四国，九州），朝鮮（変種）。  

記 事：本地域に於ては主に海岸地方に分布し，北限ほ大船渡市赤碕（著者の採集品は合足附近産である）   

地方である。内陸部の北限は陸中川崎村薄衣（北上川沿いの岩石地）である。学名としてC．ゐαγγわ哲わ鶴首α   

Ⅹ．Ⅸocllを使用する学者もある。   

1う1．C．nana Nakai ハイイヌガヤ  

標本産地：陸前；荷沢峠（菊地，19う7）。陸中；区界（菊地，1948，1961・菅谷保之，19ヲ8），仙人峠（小水内   
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正明，19う7），室根山（菊地，1961），種市（菊地，19聞），早池峯山（菊地，19ラの，宮古（菊地，194ヲ），   

川井村新田（菊地，1959），藤沢（菊地，19う9），平庭岳（菊娘，19う4），種山腐（菊地，19ラ8），砥森山（菊   

地，1960），折爪岳（菊地，19ラ9），蓬莱山（菊地，19ラの，長岡（菊地，19ラ7），姫神山（菊地，19ヲ7），岩泉   

町小川（菊地，19ラ刀，遠島山（小水内正明，19タ8）。陸奥；名久井岳（菊地，19タ8），浪打峠（菊地，19タ6）○  

一般分布地域：日本（北海道，本州，四国），朝鮮㌔  

記 記：本種は本地域に於ては金城に亘って散在的に分布する。低地の林下にも時には見られることがある   

が，多くはミズナラ林又ほブナ林の林床植物として見出されることが多い。奥羽の諸山地に於てほ極めて濃   

密な分布を示すのであるが，本地域の諸山地では稽稀な植物と見ることができる。前種の変種と見る説（C．   

争7ゆαCβαVar．粥α裾αⅨudo）が広く採用されているが玄では生活型及び分布上の相違を重く見て独立踵説を   

採用することにした。  

PINACEAE  マツ科   

132．Abiesfirma Siebold et Zuccarini モミ   

標本産地：陸前；金華山島（菊地，19う6，1961），高田（菊地，1961），雄勝（菊地，1961），横山（菊地，  

1962），鮎川（菊地，1961）。陸中；尾崎（菊地，19ラ4），藤沢（菊地，19う9），宮古（菊地，1962）。  

一般分布地域：日東（本州，四国，九州）。  

記 事：日本の固有種。本瞳は日本特産の暖帯横で一般には岩手県衣川以南（岩田・草下，19う4），或は釜石   

市尾崎岬民有林（林弥栄，1960）以南に分布すると考えられているが，実際には更に北方まで分布している。   

著者ほ官盲市八幡宮境内林及び同市旧館真山の民有林にモミの自生状態をよく観察しているが，特に同市常   

安寺裏山の民有林内のものはアカマツーコナラ林に混交して全く自然繁殖の様相を呈している。官古市在住   

の山本弘由こよれば更に北方の同市崎山部落の民有林中にも自生があるという。以上述べた事実によって本   

種の北限ほ太平洋岸に於ては陸中官盲地方であると見るのが妥当であろう。   

133．A．mariesiiM：asters  オオシラピソ，アオモリトドマツ  

標本産地：陸中；早池峯山（菊地，1946，1960），薬師岳（菊地，19う9）。  

一般分布地域‥ 日本（本州北中部）。  

記 事：日本の固有種。本地域内で従来本種の産地として記録されたところほ上記のほか陸中国下閉伊郡青   

松葉山（林弥栄，1960），陸前五葉山（笹相棒二，19う朗，である。著者は青松葉山についてほ未踏査である   

故不明，五葉山については数度の踏査をしているがいまだ確認していない。尚早池峯山から球其の著しく細   

長い1型圭orm・hayachinensis Hayashiホソミノアオモリトドマツ（in】〕ull．Gov．Forest．Exper．   

Stat．No．77，P・2ヲ，annO19ヲ引が知られる。   

13A．Tsu色a diversifolia（Ma．xim．）Masters  コメツガ  

標本産地：陸前；五葉山（菊地，19う6，1961）。陸中；早池峯山（菊地，1946，19ヲ9），薬師岳（菊地，1959）。  

一般分布地域：日本（本州，四国，九州）。  

記 事‥ 日本の固有種。前瞳とほほ同高位の亜高山帯を主な生育地としている植物で，しばしば岩石地に純   

林を見ることがある。本地域に於ける産地は上記のほか，陸中片葉山及び早池峯連峯中の毛無森，中岳，鶏   

頭山，高檜山等の産が記録されている（林弥栄，1960）。  

135．Picea Glehnii（Fr．Schm．）Masters  アカエゾマツ  

標本地地：陸中；早池峯山（菊地，1960）。  

一般分布地域：日本（北海道，本州早池峯山），南千島，南樺太。  

記 事：本種が陸中早池峯山に慶することは近頃石塚和夫氏によって報告された＊＊。著者も1960年9月石塚  

＊ 中井猛之進‥朝鮮山林会報No．1う8．p．49（19う9）。  
＊＊ 石塚和夫 Picea岩手県早池峯山に産す，植物研究雑誌3‘，P．70（1961）；Arelictstand ofPicea  

GlehniMastersonMt．Hayachine，IawatePrefecture．EcologicalReview，15，P．1ヲ5（1961）．   
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氏の案内によって自生地点を確認したのであるが，その地点は北斜面中腹の通称石倉沢と呼ばれる岩石地で   

あり，凡そ100本の成木より成る集団であってコメツガ，キタゴヨウ，ヒノキアスナロなどとの混交林を構   

成している。   

136．Pinus pumila（Pallas）Regel ハイマツ  

標本産地：陸前；五葉山（菊地，19うぅ，1961）。陸中；早池峯山（菊地，1946，1948），薬師岳（菊地，19ラ9），   

片葉山（小水内長太郎，1961）。  

一般分布地域：日本（北海道，本州北中部），樺太，千島，カムチャッカ，東シベリア，満州，朝鮮0  

記 事：所謂高山帯の代表樹種であるが，本地城では其の高山帯に達する山岳が少ないことに関連して産地は   

少ない。上記の産地のほか，早池峯連峯中の中岳，頭鶏山 毛無森などに産し，又陸中阿部館山（林弥栄，  

1960）の記録がある。   

137．P・Pentaphy11aMayr  ヒメコマツ，キタゴヨウ  

標本産地：陸前；五葉山（菊地，19うぅ，19う7）。陸中；遠島山（菊地，19ラ2・小水内正明，1960），早池峯山  

（菊地，1960），薬師岳（菊地，19う9），六角牛山（小水内長太郎，19う8），十二神山（菊地，196う）0  

一般分布地域：日本（北海道，本州北中部）。  

記 事：日本の固有撞。本地域に於ては中部以北の山地に点々分布しているが，多くは棺高所の岩石地に生育   

し，他の樹種例えばコメツガ，ヒノキアスナロ，オオシラピソ，ミズナラ，ダケカン′くなどに混交し純林を   

なすことはない。又所々の棺高所の岩上に生ずることがあるが断崖などのため，採集が困難で標本の得られ   

ない場合が多い。本州の西南部から四軋九州にかけて分布する南方型を区別して別種と見る説（P・少αγU研0γα   

Sieb．etZucc．；P．HimehomaisuMiyabeetKudoゴヨウマツ）と変種と見る説（P・少e粥iaPhyllaMayr   

var．HimekomaisuKoidzumiゴヨウマツ）とありて定説を得ないのであるが，著者は変種関係におかれて   

いるとの説を採用して前記の学名をあてた。   

138．P．Thunber象iiParlatore  グロマツ  

標本産地：陸前；金華山島（菊地，196う），碁石浜（菊地，196Z），青松島（菊地，1961）0  

一般分布地域：日本（本州，四国，九州），朝鮮（南限は鹿児島県宝島であると言われる）0  

記 事：天然分布のものの北限ほ明かではないが，太平洋岸に於ては釜石地方の海岸であるようである○陸奥   

下北郡大間暗が北限であると考えられているが，これは恐らく日本海岸地方を北上して分布をとげたもので   

あろう。海岸地方の各地で砂防のため植栽されつつあるため，天然か人工か判然としない場合が多い0   

139．P．densiflora Siebold et Zuccarini アカマツ  

標本産地：陸前；高田（菊ま軌19うう），金華山島（菊地，196う）。陸中；盛岡（菊地，196う），宮古（菊地，  

1962）。  

一般分布地域：日本（本州，四国，九州），朝鮮，中国の遼東半島，満州。  

記 事：本地域に於ては全域に亘って極めて濃密に分布している。植林も又盛んに行われている。日本列島   

に於ては北限は本州の北端大間崎，南限は九州の屋久島であると言われる。実際には北海道の樽前山麓の国   

有林内に天然生と考えられるものがあるが，これについてほ異論があり，人為的分布であるとも言われる0   

尚当地域の海岸所々にクマツとアカマツの自然雑種と考えられるp．dβ宛ぶ壱一級柳加瑠需tyekiアイグロマツ   

が産するとの記録がある。  

TAXODIACEAE  スギ科  

140．CryptomeriajaponicaI）．Don  スギ  

標本産地：陸前；金肇山岳（菊地，196う），雄勝（菊地，196う）。陸中；盛岡（菊地，196う），宮古（菊地，1962），   

猿沢（菊地，1962）。   



菊  地  政  雄  4Z  

一般分布地域：日本（本州，四国，九州）。  

記 事：日本の固有種。（近年中国に於ても発見されたとの説がある）。天然生のスギは北は青森県西津軽郡   

矢倉山より，南は九州屋久島まで分布する。又各地に植林を見る。本地域に於ては天然生と思われるものは   

各地の国有林及び民有林に於て，他の林木の林の中に点々と混交して生育しているが真の天生であるか，或   

は植林地から種子が散じて成木したのかは明かでない。  

CUPRESSACEAE  ヒノキ科   

141．Thuja StandishiiCarriere  グロべ，ネズコ  

榎本産地：陸前；五葉山（菊地，19日，19う7，1961）。陸中；片葉山（小水内長太郎，1962）0  

一般分布地域：日本（本州北中部）。  

記 事‥ 日本の固有種。天然分布の北限は青森県深浦猿の湯附近の国有林，南限は四国高知県アオザル山及び   

上韮山である（林弥栄，1960）。本地域に於ては確認された産地は少なく，上記のZ産地のほか早池峯山が記   

録されている（林弥栄，1960）。五葉山に於てほ頂上附近のハイマツ或はヒノキアスナロやダケカンバの啓性   

林に混交して穣ならず見出されるものである。   

142．Thujopsis dolabrata Sieboldet Zuccarinivar．HondaiM：akino  

ヒノキアスナロ  

標本産地：陸前；五葉山（菊‡軌19舛）。陸中；早池峯山（菊地，19ヲ6，19ヲ9），川井村小国（菊地，19ヲ9），   

片葉山（小水内長太郎，1962），薬師岳（菊地，19ラ9），六角牛山（小水内長太郎，19開）0  

一般分布地域：日本（北海道西南部，本州北中部）。  

記 事：日本の固有種。本変踵はT．dolabyaia Sieb．et Zucc．アスナロの北方型と考えられるものである   

が，母型との分布上の境界は必ずしも明確でない。しかし本地域に分布するものは大部分上記の型と見て差   

支がないようである。庭匪樹としても栽植され，又各地の民有林に試植されたりするので天然分布か人為的   

なものか明かでないものがある。   

143．Chamaecyparis pisifera Endlicher  サワラ  

標本産地：陸中；内川目（早池峯西麓岳国有林一岩臥革下両氏及び林氏による）。  

一般分布地域：日本（本州北中部）。  

記 事‥ 日本の固有種。天然分布の北限地ほ本地域の早池峯山西麓国有林とされている。南限は近畿地方の高   

野山国有林であるとされる。本地域では上記の北限分布地以外にほ天然生は存在しないようである0 而して   

著者はいまだその天生の場所を実見するにいたっていない。   

144．Juniperus utilis Koidzumi ネズミサシ  

標本産地：陸前；雄勝（菊地，1961），小泉（菊楓1961），上有住（菊地，19乃），碁石浜（菊地，1949，  

1961）。陸中；仙人峠（菊地，19タ7），岩泉町欠山（菊地，19う7，19乃），安家（菊ま払19タ8），字霊羅山（菊   

地，19う列，況鼻渓（菊地，19タ9，193タ），鮭崎（菊地，1960），大川日（菊地．19舛），浄土浜（菊地，19閃）0  

一般分布地域‥ 日本（本州，四国，九州），朝鮮，満州，クスリー。  

記 事：北限は陸奥下北半島の鍵岳国有林である（林弥栄，1960）。当地域に於ては主に海岸に沿うて赤松林   

或は他の雑木林内に混交して点々と分布しているが，岩石地に多し。内陸部にも分布しているが，その場合   

には殆ど全部石灰岩（況鼻渓，岩泉，安家，久慈地方の石灰岩上）に限定して見出される。   

145．J．conferta Parlatore  ハイネズ  

標本産地：陸中；種市（菊地，19タ2），角の浜（菊地，19日）。陸奥；種差（菊地，19舛）。  

一般分布地域：日本（北海道，本州，四国，九州），南樺太。  

記 事：従来本地域の海岸地方全域に亘って点々産地が記録されているが，著者が数年来調査した限りでは   
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三陸沿岸地方に於ける真正のハイネズは南は陸前野蒜海岸以南，北は陸中種市海岸以北に分布する0したが   

って南は石巻地方から北は種市海岸地方に亘って広い沿岸帯にハイネズの欠除地帯が存在することになる○   

種市海岸以北の砂州に分布しているものは恐らく 日本海沿岸を北上したものに分布の系統を求めることがで   

きるであろう。これとほぼ同型式の分布を示すものにAriemisiacaPillayisThunbergカワラヨモギがある0   

この植物は南から北進したと推定されるものは陸前野蒜附近の海岸で限止し，日本海沿岸を廻ってきたと思   

われるものは尻労一八戸一種市の海岸を更に南に越えて久慈の海岸に達している。従来他の著者等による記   

録産地（高田，釜石，重茂，日出島，田老，金華山島，網地鳥，田代島，岩井崎，大島，御崎など）のもの   

の大部分は恐らく他種例えば殆ど針葉のみよりなる葡萄型のイブキ（5αわ哀調αβゐ壱兜β雅言ぬvar5α曙β弗≠言古fom・   

ggα伽CαKusaka ハマハイビヤグシン）或はネズミサシの幼型（海岸地方ではネズミサシの幼型がしばしば   

葡萄型を示すことがある）を誤認したものと推定される。ハイネズは野外観察の結果から帰納すると，その   

立地条件として相当に広い海岸砂州を要求するものと考える。   

146．J．communisLinnaeusvar．nipponica（Maxim．）Wilson  ミヤマネズ  

標本産地：陸中；早池峯山（菊地，1946，19ラ9）。  

一般分布地域‥ 日本（本州北中部高山－）種（∫．co用例祝那）としては欧亜，北米の寒帯及び高山に広く分布0  

記 事：本地域に於ては早池峯山の高山帯のみに慶す。本種の学名については異説ありて，いまだ定説を得な   

いのであるが，∫．co刑椚鋸弗盲gを北半球に於ける極地高山要素と見る説にしたがい，日本本土産の型をその変   

種と見る見解を採用することにした。この説の中でも更に北海道産及び本州中北部山岳産の型をそれぞれ同   
格の変撞var．sibiyicaRydb．＝Var．SaXaiilis Pallasワシリビヤグシン；Var・ho弗doensis Satakeホ   

ンドミヤマネズとして区別する見解がある。   

147．Sabinachinensis Antoine var．chinen＄is  イブキ，ビヤグシン  

標本産地：陸前；金華山島（菊地，1962，196う），白浜（菊地，19ヲ6），ミサゴ島（菊地，19卵）0  

一般分布地域：日本（本州，四国，九州），沖縄，朝鮮。  

Var．Sargentii（Henry）Kusaka  ミヤマビヤグシン   

標本陸地：陸中；早池峯山（菊私1948，19う9），堺神岳（菊地，19ラ4），安家（菊地，19う6），宇霊藤山（菊  

：地，19ヲ7），欠山（菊地，19日）。  

一般分布地域：日本（本州，四国，九州及び北海道の高山又ほ山地岩上），樺太，朝鮮，南千島，台湾o  

form．皇Iauca（Kusaka）Kusaka  ハマハイビヤグシン   

標本産地：陸前；雄勝（菊地，1961），岩井崎（菊地，19う6），釜谷（菊地，1962），金華山島（菊地，1962，  

196う），広田（菊地，1949），小友（菊地，19うう），碁石浜（菊地，1949），寄磯（菊地，19うう）0陸中；種市  

（菊地，19うの，中野（千田貞蔵，1948），久喜（菊地，19う7），小谷鳥（菊地，1961），実時（菊地，1961），   

小本（菊地，1949），鮭崎（菊地，1961），野田（小水内正明，1961），角浜（菊地，19日），船越大島（菊地，  

1949）。陸奥；種差（菊地，19ヲ2），鮫（菊地，19ヲ6）。  

一般分布地域：日本（北海道，本州北中部，玄海地方の小島）。主に海岸の岩上。  

記 事：ここに記したう型の中Var．5α瑠β弗≠五五ミヤマビャグシンは早池峯山の高山帯及び堺神岳の山頂附近   

に稀に産するほか，内陸部の山地石灰岩上（岩泉安家地方）から見出された。Var・Cゐ壱弗β形ぶ盲gビャグシンは   

本地の南部海岸岩上に極めて様に産し（高田地方以南）葡萄型のform．ggα伽Cαハマハイビャクシンは本地   

域沿岸金城に亘って点々と分布し，特に中部以北に於て，棺濃密に分布することが観察される0又培養変型  

（Var．5α曙β鶴メ盲壱form．∬α宜g視点α カイズカイブキ；Var．Cゐ壱調β弗ぶ宜ぶform・ggOわ0∫α タマイアキ；VaL  

クγOC伽刑あβ梨ぶハイビャクシンなど）を含めていろいろな型が庭園樹木又は盆栽として栽培されている0   

ビャグシン属（5αあ壱のα）をネズミサシ属（J鋸彿ゆβγ郁）から分けて独立の属と認めるかどうかは尚定説を得   

ないのであるが，著者は中井，館脇，本田，岩田，草下氏等の意見にしたがってビャクシン属を採用することに   

した。更にビャクシン属を認めるとしても，その中の種（Species）をどのように認識するかということにな   
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ると未解決の問題が多いのであるが，著者はノ仮に5．βゐ哀調β弗ざ五g唯1種と見る説を採用した。而して吾が三陸  

沿岸地方産の型に対◆し，従来金部をva∫．Cゐ右裾β調ぶ五言イブキそのものと見る説と，その葡萄性の型をVar・  

5α曙β粥≠宜彦 ミヤマビャクシン又はVar．5α曙β弗≠壱£form．gね視Cαハマハイビャグシン或はVar．タγ0β弱桝わβ弗ぶ  

ハイビャグシン、と見る説とがある。即ち猪熊（19う4），村井（1うう5），林（1960），笹柑（19タ0）氏等はイブキ  

と考えた。又村井氏はかつて陸中野田，種市，船越海岸からハイビャグシン（J伽粥ゆβγ視ぶタγOC祝研あβ弗ざと  

して）を記録し（19う0），舘脇氏は金葦山岳からハイビャクシン，志津川町椿島からミヤマビャグシンを記録  

した（1粥2）c近年又岩田革下両氏は玄海地方の小島の沿岸産のイワグレネズを含めて，北海道や本州北中部  

海岸産の葡萄性の型に対してVar．Sapgeniiiform．glauca（＝S．SaYge解Iiivar．PaciPca）ハマハイビャクシ  

ンと考えた（19ヲ6，19う9）。実際，この地方沿岸産の本属植物を注意深く観察すると甚だ多型である。たしかに  

殆ど直立性で主に鱗状菓をもった型即ちイブキの正型に近いと考えられるものほ極めて確（著者は金華山島  

の西側斜面や，白浜，長部のミサゴ島などて見ている）で，多くは直立性と見たらよいか，蘭旬性と見たら  

よいか判断のつかない個体が多い。イブキそのものと見ている著者等は多分樹形についてのこのような性質  

を，幼形或は激しい風波の影響に帰しているかも知れない。∴総じて内湾で風波の比較的おだやかなところに  

生えているものでほ基部ほたしかに遣性であるが，栴部は棺直立する傾向のものが多い。又直接外洋に面す  

る場所に生育するものの多くは完全に蘭旬型で枝は地面又は岩面に接して横に伸び，断崖上のものはしはし  

ば岩上から垂れ下って所謂イワダレネズ型を呈するものがある。かような個体が砂浜に生育している場合に  

は地面に密着する枝条の下面から不定根を生じていることが観察される。又枝条に生ずる菓は窮状菓と針状  

菓をほぼ同量に生ずるものから，主に鱗状菓のみを生ずるもの，殆ど針状菓のみをつけるもの，及びこれら  

う型間のいろいろな中間型があって，誠に多様である。伏臥性で殆ど針状菓のみをつける型は時にハイビャ  

グシン或はハイネズとさえ誤認される場合があるかと思われる。かような次第であるから，多くの著者等が  

記録したように，本地域沿岸産の本属植物を全部イブキと見る説には賛成致しかねる。しかしながら陸前女  

川及び雄勝海岸地方の幾人かの古老が著者に語った次の事実；“往昔はこの地方沿岸一帯に直立性のイブキ  

（方言モロ）の自然木が沢山あったが，住民は必要に応じてこれを伐採し，住宅建築の際の土台或は風呂桶，  

流し板などの材料として非常に重用したものだ，耐久性が強い云々”と言うことほ真実であろうと考える。  

したがって著者は，イブキは恐らく暖帯性の樹木であって南から海岸沿いに北上したもので，昔ほ陸前の海  

岸一帯に可成り濃密に分布していたであろうが，乱伐の結果，その大半を失い，現在見るような状態にいた  

ったものであろうと考える。又殆ど完全に伏臥横繁性の型は多分北方経由のものか或は氷河期に於けるミヤ  

マビャクシンの低地下降型の子孫と認むべきものではないかと思われる。この仮定からは上述の伏臥型は岩  

田・草下両氏の主張するform・ggα伽Cαハマハイビャグシンと見るのが妥当のように考えられるので，著者は  

この説を採用したわけである0事実これら沿岸産伏臥型の棟木について，鱗片葉の合せ目に近い部分を検す  

ると，岩田■草下両氏の指摘するように，白色を帯びた気孔帯が認められる。恐らく本州の日本海及び太平  

洋沿岸に自生し，伏臥性を示す本属植物で従来ハイビャグシン（∫．少仰脚血槻 として）或はミヤマビャグ  

シン（S・5α曙β弗′五官として）として記録されたものの大部分は木型を指したものであろうと考えられる。イ  

ブキ及びハマハイビャグシンの分布が重って，両型が共存する地域（陸前の海岸地方）にしばしば見出され  

ろ中間型ほ環境的なものと見る見解もでるのであろうが，著者は寧ろ両型の聞の自然雑種或は両型から，そ  

れぞれの分布限界域附近で分離した夫々の周辺分化型であるかも知れないということを考える。このことは  

更に野外に於ける詳細なる観察と神俣って，検証的な実験を必要とする問題である。（ここで述べた所見に対  

して，引用された諸文献は1指して欄外の脚註＊にあげた）〔羊歯植物及裸子植物の部完結〕  

1）猪熊泰三：牡鹿半島及びその附近の森林植物p．1タ7－1タ8＝9う4）。  
2）村井三郎：岩手植物志p・109（19う0）；岩手県基準帯植物日録，p．1う（19うゎ；岩手植物研究  

Ⅰ，2p．4う（19うZ）。  

う）笹村祥二：岩手県沿岸帯植物誌，p．29（19う0）。  
4）舘脇 操：青森営林局管内の暖帯林，p．う及び29（19う2）。  
ヲ）林 弥栄：日本針葉樹の分類と分布，p・179同分布図69．（1960）。  

6）岩田利治・草下正夫：増訂邦産松柏類図説，p．196～20う（19う9）。  

7）革下正夫：樹木学談話会報No．Ⅰ，p．1（19％）。   




